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ժདࡰᇠի

»ԃӹԀӲઞӴӨԃ時ӽӺ分ӻӻ時ӽӺ分 ¶町ጵࡱ館・ଞೲಬ

城北�城口地区

»ԃӹӻӺӲऔӴӨӻӾ時ӽӺ分ӻԀ時ӽӺ分 ¶ノ前地区集会所

西�ဪ�み֔地区

»ԃӹӻӻӲ෯ӴӨӻӾ時ӽӺ分ӻԀ時ӽӺ分 ¶岩地区集会所

山ゆり�岩中࣡地区

»ԃӹӻӼӲ木ӴӨӻӺ時ӻӼ時 ¶町民センターӼԐ༌Ӽ会ਢಬ

ဘᅆၗ�ঢ়山地区

ժඉᇠի

¢֪֥ࡱ中֭方�ඏ֭॔ある方�ᇓ႘֪ౄइ֦る方£

»ӻӺӹӾӲઞӴӨӻӺӻӼ時　¶町民センターӻԐӨ集会ଡ଼ॼಬ・Ꭼಬӡ࿊ࡿӼӺ名Ӣ

¢֪町ၾ・町॒ઌኃ֭方�ต�ׁ֨・ೄ・ஸ፼ೄ�႘֪ౄइ֦る方£

»ԃӹӼԃӲ႘ӴӨӻӾӻԀ時ӽӺ分　Ө¶町民センターӼԐ༌Ӽ会ਢಬӡ࿊ࡿӼӺ名Ӣ

»ӻӺӹӻӼӲဘӴӨӻӾӻԀ時ӽӺ分　¶情報センターӻԐഉ民ؒתーコーーӡ࿊ࡿӿӺ名Ӣ

¢֪ኻ֪֓ဒ֣֭֎方�႘中ઌኃ֭方�町॒֭方�上႘࿘֦ဒ֣かない方£

»ԃӹӼӾӲऔӴӨӼӺӼӻ時　¶ןンי؞ン・ԩԞԞԚӡ࿊ࡿな֖Ӣ

ద
年
ဗ
の
う
ち
に
真
ఞ
ື
、
風
॒
၎
を


。
今
年
は

İ
ଈ
い
っ
Ʀ
い
で
ኁ
໓
ಃ
ፍ
館
を


し
て

ᇱ
ଌ
Ǧ
ン

Ǫ
ー
一
ॎ
に
ࡤ
転
。
３
年
ࡒ
ၾ
に
ዂ

ྃ

を
ග
ሇ
Ǧ
ン

Ǫ
ー
真
鶴
ƭ
ࡤ
転
す
る
ሑ

も
ᄇ
ᅳ
。
ద
年
11
ଈ
に
町
ྙ


႞
し
て
か
ら
、
ዀ
૫
ƃ
ວ
に
౮
็
の
௺
ᇨ
を
打
ち
出
し

て
い
る
た
め
、

い
て
い
る
町
ኁ
の
ሑ
も
多
い
で
し
⻕
う
。

ශ
ᇍ
့
で
も
「
ต
਼
す
ƃ
る
」
と
ᄻ
ᄕ

に
ሇ
じ
ら
れ
、

ᅳ
༎
の
よ
う
な
町
ኁ
か
ら
の
ᄻ
ᄕ
の
ฤ
も
あ
り
ま
す
。
で

は
、
な
Ƒ
౮
็
௺
ᇨ
を
਼
い
で
い
る
の
か
i

真
鶴
は
夕
張
市
並
み
の
危
う
さ

๐
႘
、
⻈
ഃ

ǫ
イ
ȏ
ȍ
ン
Ǵ
⻉
Į
ଈ
27
႘
号
で
「
൙


ఖ
政

ሥ
ဗ
Ȕ
ン
キ
ン
Ǜ
」
が
ᄇ
ᅳ
さ
れ
ま
し
た
。
ଅ

ऐ
を
見
る
と
、

୵
Ĭ
ቮ

ቴ
ተ
の
１
２
１
６
౦
町

の

中
で
真
鶴
町
は
18
位
。
か
つ
て
ఖ
政
Ⴥ
ཀ
し
て
௺
ଔ
ထ
上

の
ዪ
྅
౦
が
16
位
で
す
か
ら
、
真
鶴
町
は
ະ
当
に
「
こ
の

ま
ま
で
は
ఖ
政
が
ન
し
く
な
る
町
」
ƕ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
真
鶴
町
の
༊
所
事
ග
を
࠵
ँ
さ
Ɛ
て
い
る
最
大
の
要
ࢀ

が
ī
ቮ
Ӈ
ࡒ
上
も
あ
る
थ
ඖ
な
୰

౮
็
で
す
。
一

あ

た
り
６
Ӈ
。
つ
ま
り
真
鶴
町
ኁ
は
ご
自
༔
の

に
ජ
ī
ජ

ೕ
の
ᆪ
ࣴ
を
ฯ
ઞ
ᆻ
っ
て
ೊ
り
て
い
る
計
్
で
す
。
こ
れ

は
か
な
り
多
い
ほ
う
で
す
。
౮
็
を
ଲ
ら
Ɛ
ば
、
ࡥ
ಏ


ጫ
に
か
か
っ
て
い
た
お
ઞ
を
町
ኁ
サ
ー
Ǿ
ス
に
ま
わ
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

町
民
と
の
対
話
を
進
め
ま
す

　
ႊ
ॆ
ト
Ȕ
Ȁ
地
ූ
も
心
ვ
さ
れ
て
い
る
中
、

ූ
ต
が

な
い
真
ఞ
ື
と
風
॒
၎
は
す
ƅ
に


し
、
ଡ
ၾ
で
も
Ꭱ

ਾ
ँ
が
ེ
し
い
真
鶴
町
ዂ

も
ሻ
ఆ

点
と
し
て
の
機
Ⴗ

॰
ᇱ
の
た
め
い
ち
ວ
く
ࡤ
転
を
ଂ
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ࡒ
॒
の
౮
็
௺
ᇨ
を
含
め
「
こ
れ
か
ら
真
鶴
町
は
ど

こ
ƭ
୶
か
っ
た
ら
い
い
の
か
i
」
に
つ
い
て
は
、
町
ኁ
と

の
ོ
Ⴅ
な

Ꭽ
が
ᅢ
要
ƕ
と
ண
え
て
い
ま
す
。

　
現
ఓ
、
町
で
最
も
上
位
の
計
画
で
あ
る
ຳ
合
計
画
を
ప

定
し
て
お
り
、
町
ኁ
の
ฤ
を
町
ྙ
が
ྞ
ไ
お
ౙ
い
し
ま
す
。

町
の
こ
れ
か
ら
を
一
ഽ
に

り
ま
し
⻕
う
。

ĩ広報真鶴　2024年９月号広報真鶴　2024年９月号Ī ˗ਅொɹදి൪߸ɹ������������˗

ྎྙಬ

ƀƾ

¾ᇻആධ့

¾࿓ഞി፬

・真鶴町員఼用ୡண書（真をቦ付）
ண書は町人事課または町ホーঌージپ
・最ી学校の෮書　　　　　　　　　
・最ી学校のਛౚ書
・資તをથすることをする書థ
　（社会ૣක・保పにる）
・ਭୡ用真
　（ண書ቦ付と同じもの１ූ）

¾ಀଫ日

第１次ୡ�0�4؟年10月�0日�日�
第ڮ次ୡ�0�4؟年11月ੂഽの定する日

¾ಀଫၾዴ

م第１次ୡل
・一般行政職、社会福祉士、保健師　

¾ಀଫ会場

真鶴町民センター（真鶴町గ17�地のڴ）

¾໗ӡዧຽՔ༉ጫ࿓ഞईӢ

・ਭહ
　９月�7日�স�まで（ଅ・日・໑日をく）
・ਭહ場ਚ
　真鶴町૽場人事課（૽場ڮ階）
・ਭહ時
　日の９ৎ～17ৎ（ਫଏ～13ৎをく）

¾ಈஶ

　の町੨等の఼用ୡとളすることのない
　よう、必ずୡ日を確認してਭୡのணしाを
　してください。

Àኴい֚　

ӨӨӨಈड　ɨၾ㕳㕲㕱

ӼӺӼӿႩ㕴ଈ㕱႘ంዿ

教ുୡ、事務ి性ਫ਼ਪ、性ત્性ਫ਼ਪ、作ધ

・土木行政職

人物ୡ（એம）م次ୡڮ第ل
次ୡ合તは、ୢ機ঢ়において೨ڮ第پ
    ൧を各自で実施し、೨൧書�ૄ定�
    を提出

教ുୡ、事務ి性ਫ਼ਪ、性ત્性ਫ਼ਪ、
௧ୡ

町֭֞ࡴ֪׀ഽ֪

။ま֚んかi

࿁ྎධࡿంዿಀଫ֭։ཐ֚

¾ంዿያ࿊日

ӼӺӼӿႩ㕴ଈ㕱႘ Åॺב৻֪໘֖֥փሑ့֮Ւ፭Ꭼ㕶Ⴉဗ֭ཨထ֦֭ంዿֽׁ֪ࣤ֗֘Փ

ᇻആධ
ంዿያ࿊
ࡿ

受ଫಃ६

ಈኃධࡿ
(ᄤபทධࡴ)

1984年ī月ĩ႘ƀƾ2007年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbஸ့ॺࡒඑǇ໘
ቦƤ2025年Ī月ƳƜƠ໘ଣƴƣೄ�၍့ƣಃ६ƁŷǀƝႡƶǀǇƵc�

ਙടධࡿ
(ဘኪபทධ)

1984年ī月ĩ႘ƀƾ2007年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbஸ့ॺࡒඑǇ໘
ቦƤ2025年Ī月ƳƜƠ໘ଣƴƣೄ�၍့ƣಃ६ƁŷǀƝႡƶǀǇƵc�

ೂवᆵౠ
1984年ī月ĩ႘ƀƾ2003年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbೂवᆵౠƣಃ६Ǉ
ዛƎǀೄ�2025年Ī月ቨƳƜƠၜଣƴƣǇƵc�

ᇱଌ౧
1984年ī月ĩ႘ƀƾ2003年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbᇱଌ౧ƣಃ६ǇዛƎ
ǀೄ�2025年Ī月ቨƳƜƠၜଣƴƣǇƵc�



Ӡྎኁのሑが֨なたでׁ࿓׃ࡎະཎに։֖ࣁいただզྎྙಬ्ሐ日է֧ྎྙが࿁ྎのզখէでց

ྎኁの־なさַגᄖৼご֧のුྜྷሇெבபօզまな֤খؔ՛ץبטէऀבの֧։り्௹֖ます。

Ӡ־なさגのごౄइב։֖֥֠։ります。

・日時　㕹ଈӼԀ႘Ӳ木Ӵ　ԃԄӺӺӻԁԄӺӺӨӡ㕱ຎӻӿ分Ӣ

・場സ　ዂ場㕲ॎ　町ྙಬ

・ඉ　真鶴ఓഉ・ఓઌ֭方

・　রያዃฑӡያዃ֮前႘ま֦ᆋӢ

㕹ଈӼԀӲኪӴ्௹j
ྎྙಬ्ሐ日´ֽ֤֩খؔ՛ץبט

Àኴい֚　町ྙಬӡɨၾӽӻӻӢ

・日時　㕹ଈӼԀ႘Ӳ木Ӵ　ӻԂԄӺӺӼӺԄӺӺ

・場സ　町民センター㕳ॎ　၎

・ඉ　真鶴町民Ӳ町॒֭方֮؋ןーバーౄइӴ

・　ᆊጅӲ֖֞֟ಃፍ֮๐ཧӽӺ名分֭み֓ዿӴ

ொࣨ։์ ·ͳͮΔגओϛʔςΟϯά
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»ԃӹԀӲઞӴӨԃ時ӽӺ分ӻӻ時ӽӺ分 ¶町ጵࡱ館・ଞೲಬ

城北�城口地区

»ԃӹӻӺӲऔӴӨӻӾ時ӽӺ分ӻԀ時ӽӺ分 ¶ノ前地区集会所

西�ဪ�み֔地区

»ԃӹӻӻӲ෯ӴӨӻӾ時ӽӺ分ӻԀ時ӽӺ分 ¶岩地区集会所

山ゆり�岩中࣡地区

»ԃӹӻӼӲ木ӴӨӻӺ時ӻӼ時 ¶町民センターӼԐ༌Ӽ会ਢಬ

ဘᅆၗ�ঢ়山地区
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¢֪֥ࡱ中֭方�ඏ֭॔ある方�ᇓ႘֪ౄइ֦る方£

»ӻӺӹӾӲઞӴӨӻӺӻӼ時　¶町民センターӻԐӨ集会ଡ଼ॼಬ・Ꭼಬӡ࿊ࡿӼӺ名Ӣ

¢֪町ၾ・町॒ઌኃ֭方�ต�ׁ֨・ೄ・ஸ፼ೄ�႘֪ౄइ֦る方£
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¢֪ኻ֪֓ဒ֣֭֎方�႘中ઌኃ֭方�町॒֭方�上႘࿘֦ဒ֣かない方£

»ԃӹӼӾӲऔӴӨӼӺӼӻ時　¶ןンי؞ン・ԩԞԞԚӡ࿊ࡿな֖Ӣ
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と
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現
ఓ
、
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も
上
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、
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ྎྙಬ

ƀƾ

¾ᇻആධ့

¾࿓ഞി፬

・真鶴町員఼用ୡண書（真をቦ付）
ண書は町人事課または町ホーঌージپ
・最ી学校の෮書　　　　　　　　　
・最ી学校のਛౚ書
・資તをથすることをする書థ
　（社会ૣක・保పにる）
・ਭୡ用真
　（ண書ቦ付と同じもの１ූ）

¾ಀଫ日

第１次ୡ�0�4؟年10月�0日�日�
第ڮ次ୡ�0�4؟年11月ੂഽの定する日

¾ಀଫၾዴ

م第１次ୡل
・一般行政職、社会福祉士、保健師　

¾ಀଫ会場

真鶴町民センター（真鶴町గ17�地のڴ）

¾໗ӡዧຽՔ༉ጫ࿓ഞईӢ

・ਭહ
　９月�7日�স�まで（ଅ・日・໑日をく）
・ਭહ場ਚ
　真鶴町૽場人事課（૽場ڮ階）
・ਭહ時
　日の９ৎ～17ৎ（ਫଏ～13ৎをく）

¾ಈஶ

　の町੨等の఼用ୡとളすることのない
　よう、必ずୡ日を確認してਭୡのணしाを
　してください。

Àኴい֚　

ӨӨӨಈड　ɨၾ㕳㕲㕱

ӼӺӼӿႩ㕴ଈ㕱႘ంዿ

教ുୡ、事務ి性ਫ਼ਪ、性ત્性ਫ਼ਪ、作ધ

・土木行政職

人物ୡ（એம）م次ୡڮ第ل
次ୡ合તは、ୢ機ঢ়において೨ڮ第پ
    ൧を各自で実施し、೨൧書�ૄ定�
    を提出

教ുୡ、事務ి性ਫ਼ਪ、性ત્性ਫ਼ਪ、
௧ୡ

町֭֞ࡴ֪׀ഽ֪

။ま֚んかi

࿁ྎධࡿంዿಀଫ֭։ཐ֚

¾ంዿያ࿊日

ӼӺӼӿႩ㕴ଈ㕱႘ Åॺב৻֪໘֖֥փሑ့֮Ւ፭Ꭼ㕶Ⴉဗ֭ཨထ֦֭ంዿֽׁ֪ࣤ֗֘Փ

ᇻആධ
ంዿያ࿊
ࡿ

受ଫಃ६

ಈኃධࡿ
(ᄤபทධࡴ)

1984年ī月ĩ႘ƀƾ2007年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbஸ့ॺࡒඑǇ໘
ቦƤ2025年Ī月ƳƜƠ໘ଣƴƣೄ�၍့ƣಃ६ƁŷǀƝႡƶǀǇƵc�

ਙടධࡿ
(ဘኪபทධ)

1984年ī月ĩ႘ƀƾ2007年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbஸ့ॺࡒඑǇ໘
ቦƤ2025年Ī月ƳƜƠ໘ଣƴƣೄ�၍့ƣಃ६ƁŷǀƝႡƶǀǇƵc�

ೂवᆵౠ
1984年ī月ĩ႘ƀƾ2003年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbೂवᆵౠƣಃ६Ǉ
ዛƎǀೄ�2025年Ī月ቨƳƜƠၜଣƴƣǇƵc�

ᇱଌ౧
1984年ī月ĩ႘ƀƾ2003年ī月Ĩ႘ƳƜƠภƳǁƔೄƜbᇱଌ౧ƣಃ६ǇዛƎ
ǀೄ�2025年Ī月ቨƳƜƠၜଣƴƣǇƵc�



Ӡྎኁのሑが֨なたでׁ࿓׃ࡎະཎに։֖ࣁいただզྎྙಬ्ሐ日է֧ྎྙが࿁ྎのզখէでց

ྎኁの־なさַגᄖৼご֧のුྜྷሇெבபօզまな֤খؔ՛ץبטէऀבの֧։り्௹֖ます。

Ӡ־なさגのごౄइב։֖֥֠։ります。

・日時　㕹ଈӼԀ႘Ӳ木Ӵ　ԃԄӺӺӻԁԄӺӺӨӡ㕱ຎӻӿ分Ӣ

・場സ　ዂ場㕲ॎ　町ྙಬ

・ඉ　真鶴ఓഉ・ఓઌ֭方

・　রያዃฑӡያዃ֮前႘ま֦ᆋӢ

㕹ଈӼԀӲኪӴ्௹j
ྎྙಬ्ሐ日´ֽ֤֩খؔ՛ץبט

Àኴい֚　町ྙಬӡɨၾӽӻӻӢ

・日時　㕹ଈӼԀ႘Ӳ木Ӵ　ӻԂԄӺӺӼӺԄӺӺ

・場സ　町民センター㕳ॎ　၎

・ඉ　真鶴町民Ӳ町॒֭方֮؋ןーバーౄइӴ

・　ᆊጅӲ֖֞֟ಃፍ֮๐ཧӽӺ名分֭み֓ዿӴ

ொࣨ։์ ·ͳͮΔגओϛʔςΟϯά



広報真鶴　2024年９月号 ī広報真鶴　2024年９月号 ˗ਅொɹදి൪߸ɹ������������˗Ĭ

　真鶴町では、಼૩ৎの大事な備えとして、一人ではജげられない্（ೂ行に੍ରが必要な্）の
と個શೂ計の作ਛにりੌんでいます。ఃஈや自分の個શೂ計をੁ定することで、಼૩が
起こるから、自分自ମがೂにおいて必要な੍ରや಼ৎのೂঝートについて事に確認・理ੰした
り、ೂৎの協力や੍ରの৹、಼後の安౯確認やೂ所生活の੍ରにもつながったりします。
ఃஈや個શೂ計のੁ定については、ৣ੶のとおりの流れになっていますので、ओঢ়心のある্は、
ૣක課までお問い合わせください。پଆ಼ธಫ（కᅚ）でもງஂঈー५を開設しますآ

ᢤᩊᘍѣᙲૅੲᎍӸቐ ̾Кᢤᩊᚘဒ
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Åශਊ・ᇥஏ　時ဎᎩईႷ
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রถ֖֞૱ब֮�
Ғや౫࣍ೄ֪ᇓඛ時かᅢጅな情報֭み࿓ӨӨ
　Ө֖ま֘Փ
ғ町ମבᇱ֖ఆ॔時֪֮Ւ情報ב࿓֖ま֘Փ
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・Ԁӿఄࡒ上֭ひ֧りᇿ֖ӡ႘中・ඛ時Ӣ

・ිඏ॔ೄྂᇱಏೄӡ౽ॲӱྐॲӱၾᆪӱ上下౺Ӣ

・ย神ඏ॔ೄᇱଌᆵྂᇱಏೄӡ㕱ੇ・㕲ੇӢ

・ႍᅸೄ

・上ጅଉ֪ड़ဴ֚֙Ւಛ֦ᅊႍ֘るಈႍな方
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作
成

　
協
力

¼ᅢ֙֓॰Ⴁ֎֟֔փ
　　
ӨӨఆ॔時֪։るᅊႍ౫֭࣍ಲ౮֮Ւ౫࣍ೄ֭႞ׇׁ֪֦֭֭ցՒሓ֩ਟኃՔ႞ᄔօׁ֦֭֮ցגֽ֚Փ
　　
　ま֞Ւ଼ᇠᅊႍ૱बఢถ֔れ֞場ׁՒ౫࣍ೄ֊ᅢ֙౫࣍受ב֧֒ᇱඏׁ֦֭֮֘ցגֽ֚Փ

　଼ᇠᅊႍ૱ब֮Ւఆַ֭॔ᅏև֭㕱֣֦֘Փࡴひ֧り֭ᅏևഓጅ֪なりま֘Փ֓ऌ֪։いׁ֥ᅢጅなᅏևב։৪い

ӨӨ֖ま֘Փ

連

載

়ଆ಼ธಫ　ڵ عা��日（ଅكৰ ع 
　町では、９月�1日�ଅ�にଆ಼ธಫを実施します。今年২は10月５日�ଅ�にઋఱਆ県と真鶴町が共ಈのஸ
ణৌੁธಫを実施予定であることから、ূۇڿ海道線ਰਨのଗਨঽ会ؚॅりঽ会の地ୠおेलઌๅ
র学ૅেെ॑ৌप実施します。一ৎೂ場所から定ೂ所�真鶴中学校৬育ை�までのೂธಫ、定
ೂ所のਭোธಫおよल会場ธಫを実施します。پਸされる্は、上၎きを持してください。

　問い合わせٹ
総務ଆ಼課 ☎内線３３ڮ

●ॱॖ५ॣ४গーঝ
(ଅ�া��日ڵ
９ৎ　　 　　ଆ಼行૮線によりธಫ報ഥ
　　　　　    一ৎೂ場所षのೂธಫ
10ৎから　　真鶴中学校৬育ைでの会場ธಫ
1�ৎ　   　　ીവ予定

●会場
ଗਨ自会・山ॅり自会一ৎೂ場所、
真鶴中学校৬育ை
●ऩธಫઍ（ك
ೂ所開設ธಫ、ೂ所開設ৎのೂਭোธಫ、
資機౫ੌয়ธಫ�ボーঝঋॵド等�、ૢুਊธಫ、
自ୋによるஃ資機౫のனં説・ᆷき出しธಫ

ஸణৌੁธಫ　ع ��াڱ日（ଅكৰ ع

　大地൜は、いつどこで起きてもおかしくありません。ঢ়ূ地্やূ海地্でも
近いల来、かなり高い確૨で大地൜が起きることが予されています。
　大地൜にৌして、எたち一人ऱとりも、日ओौから準備॑खथおऎऒとがめ
られています。ଆ಼ธಫにਸして、日ଞおよल಼૩生ৎにおいてَঽらऋ୦
॑घॊसऌかُをઅえ、಼૩にৌしてે分な準備ができるよう、ଆ಼にঢ়する意
の高๐と、ੴの向上を図りましॆう。

　大ૠெ地൜生ৎのஸణৌૢ力を高めるとともに、ঢ়係機ঢ়の連携৬をਫ਼し、ಡせてஸణにৌする
ปક民およल行௫षのཟを図ることを目的にઋఱਆ県と共ಈし、ஸణৌੁธಫを実施します。

●ॱॖ५ॣ४গーঝ・会場 ●ธಫඨ৯ಉ

ೂාธಫ（地ୠ会場ك
大ஸణ報の表にൣい、ೂੲ報を町内各地のଆ಼
行૮線およलఃஈメーঝ機ચによりปક民षဌ
சにし、近ๆのೂ場所षೂさせる。

ੲਾઽૐธಫ（রఙ会場ك
ஸణの生にൣい、ఫ૬機、ドটーンにより、ป
のੲ報ઽ集を૬から行う。

লஃธಫ（রఙ会場ك
大ஸణ報のੰ後、ਬきణによりၝ流した要ஃ
を見したという通報をもとに、各機ঢ়が௩、ఫ૬
機等で出し、出ஃを行う。
また、ஃ後はಮ地でのஃのਬきநしを行う。

資ୟଛธಫ（রఙ会場ك
ஸణによるや道ଡ଼で、ಮଡ଼からのରができ
ないという想定のৣ、ఫଡ଼等のཟ開作വ後、௩
により物資のୟଛを行う。

��)地ୠ会場�会場ऽदのஸణೂธಫ॑ৰ)
    時９؟ৎから �ธಫଣଛ�
　 場ਚ؟గऴれあいை �೮గ小学校�、
　　　　 まなづる小学校、௩ઋ社

Àౄइ

　բ国գ海上ಛࢸ༆横෦र地方ຳᆪՒ海上ᇱྃࡊ༌ూ区

海上ᇱࡊᆪՒ海上ᇱྃࡊ横෦र海上ᇱࡊᆪՒ海上ᇱྃࡊ൱ႊ

海上ᇱࡊ署Ւဪ区ళઅՒဪ地方ธᅏઅ　բళգ神ၼ๖ଡ

ళᆪՒ൚ဂମళ署　բ消防գူओମ町消防ᆪՒ真鶴町消防

ཆ　բ公ཆՒؑ؞ンחטཆ့գӡࡴ社Ӣ神ၼ๖ଡᅏ協

会ՒӲၟᅋӴ神ၼ๖ଡ෯ႍఅ会ՒӲၟᅋӴ神ၼ๖ଡ෯ႍఅ会真

鶴ႍ所　բ৫գӲখӴ؊כؚءスՒӲখӴセעՒӲখӴחי؞

ンؠץՒӲখӴ真鶴؎ؓיリー　բಛಓ会ᎌ会գ࣎岸ᆪ㕷ಛಓ会　

À協　　真鶴町協၍ຎՒӡখӢ፷木ຎ

ሻఆોᎉՔྥჂોᎉ֭։ཐ֚

��াڱ日�ଅك
��)রఙ会場　
    時10؟ৎ30分から1�ৎまで
　 場ਚ؟真鶴

　問い合わせٹ
ૣක課 ☎内線３５ڮ

一যदはജऑらोऩः方
ৄآ

�ᅊႍப၌ጅ౫࣍ೄሁ�ƣဎᎩf

�଼ᇠᅊႍ૱ब�ǇఢƿƳƌƼŻ

ᅊႍப၌ጅ౫࣍ೄ

ఆ॔時֪ಛ分֦ࡊな場所ַᅊႍ֘る֧ႍ֖֒֎Ւၟ֪౫ב࣍ጅ֘る

　　　　　Ө　・Ԁӿఄࡒ上֭み֭ஸ፼ೄฌӨӨ　ӨӨӨ

　ӨӨ　Ө　　　・ጅऴ୦Ⴁ࿊ೄӡጅऴ୦㕱㕵Ӣ　　ӨӨ

　ӨӨ　Ө　　　・ፑࡱྂᇱಏೄӡԋӻ・ԋӼӢӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨ

ӨӨӨӨ　Ө　　　・႟ౌᆎ　Ө・႙幼ಋӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨ

ӨӨӨӨ　Ө　ӨӨ　・ひ֧りැฌӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨӨ　

ᅊႍ౫࣍ೄ

ӨӨಛಓ会Ւ民生࡙ࡿՒಋၔ࡙ࡿՒಛ防ఆຎදՒؓחצーؘーՒ消防ཆ　　な֨

　Å౫࣍ೄ֪ሓな႞やਟኃ֮ありま֚んՓ
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ӨӨఆ॔時֪։るᅊႍ౫֭࣍ಲ౮֮Ւ౫࣍ೄ֭႞ׇׁ֪֦֭֭ցՒሓ֩ਟኃՔ႞ᄔօׁ֦֭֮ցגֽ֚Փ
　　
　ま֞Ւ଼ᇠᅊႍ૱बఢถ֔れ֞場ׁՒ౫࣍ೄ֊ᅢ֙౫࣍受ב֧֒ᇱඏׁ֦֭֮֘ցגֽ֚Փ
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়ଆ಼ธಫ　ڵ عা��日（ଅكৰ ع 
　町では、９月�1日�ଅ�にଆ಼ธಫを実施します。今年২は10月５日�ଅ�にઋఱਆ県と真鶴町が共ಈのஸ
ణৌੁธಫを実施予定であることから、ূۇڿ海道線ਰਨのଗਨঽ会ؚॅりঽ会の地ୠおेलઌๅ
র学ૅেെ॑ৌप実施します。一ৎೂ場所から定ೂ所�真鶴中学校৬育ை�までのೂธಫ、定
ೂ所のਭোธಫおよल会場ธಫを実施します。پਸされる্は、上၎きを持してください。

　問い合わせٹ
総務ଆ಼課 ☎内線３３ڮ

●ॱॖ५ॣ४গーঝ
(ଅ�া��日ڵ
９ৎ　　 　　ଆ಼行૮線によりธಫ報ഥ
　　　　　    一ৎೂ場所षのೂธಫ
10ৎから　　真鶴中学校৬育ைでの会場ธಫ
1�ৎ　   　　ીവ予定

●会場
ଗਨ自会・山ॅり自会一ৎೂ場所、
真鶴中学校৬育ை
●ऩธಫઍ（ك
ೂ所開設ธಫ、ೂ所開設ৎのೂਭোธಫ、
資機౫ੌয়ธಫ�ボーঝঋॵド等�、ૢুਊธಫ、
自ୋによるஃ資機౫のனં説・ᆷき出しธಫ

ஸణৌੁธಫ　ع ��াڱ日（ଅكৰ ع

　大地൜は、いつどこで起きてもおかしくありません。ঢ়ূ地্やূ海地্でも
近いల来、かなり高い確૨で大地൜が起きることが予されています。
　大地൜にৌして、எたち一人ऱとりも、日ओौから準備॑खथおऎऒとがめ
られています。ଆ಼ธಫにਸして、日ଞおよल಼૩生ৎにおいてَঽらऋ୦
॑घॊसऌかُをઅえ、಼૩にৌしてે分な準備ができるよう、ଆ಼にঢ়する意
の高๐と、ੴの向上を図りましॆう。

　大ૠெ地൜生ৎのஸణৌૢ力を高めるとともに、ঢ়係機ঢ়の連携৬をਫ਼し、ಡせてஸణにৌする
ปક民およल行௫षのཟを図ることを目的にઋఱਆ県と共ಈし、ஸణৌੁธಫを実施します。

●ॱॖ५ॣ४গーঝ・会場 ●ธಫඨ৯ಉ

ೂාธಫ（地ୠ会場ك
大ஸణ報の表にൣい、ೂੲ報を町内各地のଆ಼
行૮線およलఃஈメーঝ機ચによりปક民षဌ
சにし、近ๆのೂ場所षೂさせる。

ੲਾઽૐธಫ（রఙ会場ك
ஸణの生にൣい、ఫ૬機、ドটーンにより、ป
のੲ報ઽ集を૬から行う。

লஃธಫ（রఙ会場ك
大ஸణ報のੰ後、ਬきణによりၝ流した要ஃ
を見したという通報をもとに、各機ঢ়が௩、ఫ૬
機等で出し、出ஃを行う。
また、ஃ後はಮ地でのஃのਬきநしを行う。

資ୟଛธಫ（রఙ会場ك
ஸణによるや道ଡ଼で、ಮଡ଼からのରができ
ないという想定のৣ、ఫଡ଼等のཟ開作വ後、௩
により物資のୟଛを行う。

��)地ୠ会場�会場ऽदのஸణೂธಫ॑ৰ)
    時９؟ৎから �ธಫଣଛ�
　 場ਚ؟గऴれあいை �೮గ小学校�、
　　　　 まなづる小学校、௩ઋ社
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��াڱ日�ଅك
��)রఙ会場　
    時10؟ৎ30分から1�ৎまで
　 場ਚ؟真鶴

　問い合わせٹ
ૣක課 ☎内線３５ڮ
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やさしい
日本語 「緊急のときの電話」
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各評価項目に対する集計結果表　              ίᙐૠׅሉẝụὸ
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ශ֖い学校֮真鶴中学校֭場所֪j

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434
➨䠒回学ᰯᘓ設

‽備ጤ員会 ᴫせሗ࿌

 ５䛴のホ౯㡯┠䛛䜙⥲ྜⓗにุ᩿を ～ᑠ学ᰯ地とのẚ㍑～

　７月１６日、町民センター３階講堂において、「第６回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。座席を決める今回のく
じは、小説家、湊かなえさんの作品「絶唱」の一節から作られたものでした。「子どもは　太陽だ　子どもたちが　輝かない場
所に　作物は実らない　人は集まらない　町はできない　どんな絶望的な　出来事が　起こっていても　子どもたちが　輝いて
いるかぎり　そこには　未来が訪れる」 14個（14人分）に区切られたフレーズがそれ
ぞれのくじに書かれており、それをつなぎ合わせると、この一節になるという仕掛けで
す。「一人一人の子どもが太陽のように輝ける、そして、その輝きが町の輝きにつなが
る。そんな学校を委員の皆さんと力を合わせて作り上げたい。」という事務局の言葉か
ら会議が始まりました。
　それでは、第６回学校建設準備委員会の協議事項等について報告します。

　今回の準備委員会の最大のテーマは、建設地の決定でした。
学校設置基準に準拠し、候補地を小学校地か中学校地かどちら
かにすることを確認した後、質疑を含め資料確認を行いました。
そして、全委員承諾のもと、５つの評価項目について各委員か
ら一人ずつ意見を出し合いました。各委員それぞれの思いがあ
る中、それらを可視化するため、「◎」「○」でホワイトボー
ドに整理していきました。その集計結果が上の表です。委員総
意のもと、準備委員会として中学校地を建設地とすることに決
定しました。また、小学校地の利用についての要望を、付帯意
見として、教育委員会に提出し、町長に提言することも確認さ
れました。

　ĭ月ĩį႘ƠƳƟƚǀ൚ॺĭ年ภƣಋၔƝb７月９႘ƠƤ真鶴ཨॺ
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ඣ❺・⏕ᚐの㢪いを⪺く会（➨䠎ᙎ）を㛤ദ䟿 ௬ᰯ⯋䜈の⛣転は䠎䠌䠎䠒（௧䠔）年䠔月に
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●安全面・立地条件
・海側も山側も、どちらも大道通りが危ないと感じる。
・中学校のほうは県道があるが跨線橋があって安全である。
・中学校側だと、信号機の設置の必要性が高まる。
・中学校側は半島に向けて扇形状にまちづくりを新構想し
　ていくイメージ、小学校側は同心円的に今までのものを
　活用していくイメージである。
●学習環境
・敷地が広いほうが学習形態を工夫しやすいのではないか。
・小学校のほうが公共施設との連携が図りやすい。
・中学生にとってグラウンドの広さは必須だと思う。
・半島との距離も、それも学習環境の一つではないか。
●町民との交流
・町民との交流の要は、やはり小学校ではないか。
・駐車場を確保できるのは、中学校のほうだと思う。
・真鶴駅に近く社会人や高校生、大学生もすぐ寄れる。
●給食のあり方
・自校給食にかなうものはない。今後も維持させたい。
・今の中学生にも学校で給食を食べさせてあげたい。
●移転の条件
・小学校の跡地のほうが、いろいろと利用価値が高いよう
　に思う。

委員から出された主な意見は、次のとおりです。

第７回準備委員会のお知らせ＊傍聴も大歓迎
日　時:９月17日（火）13:40～
会　場:町民センター３階　講堂（予定）
テーマ:「学校の形態」「学年の区切り」など

委員会の議事録と資料（一部)はコチラから↓
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ශ֖い学校֮真鶴中学校֭場所֪j

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434
➨䠒回学ᰯᘓ設

‽備ጤ員会 ᴫせሗ࿌

 ５䛴のホ౯㡯┠䛛䜙⥲ྜⓗにุ᩿を ～ᑠ学ᰯ地とのẚ㍑～

　７月１６日、町民センター３階講堂において、「第６回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。座席を決める今回のく
じは、小説家、湊かなえさんの作品「絶唱」の一節から作られたものでした。「子どもは　太陽だ　子どもたちが　輝かない場
所に　作物は実らない　人は集まらない　町はできない　どんな絶望的な　出来事が　起こっていても　子どもたちが　輝いて
いるかぎり　そこには　未来が訪れる」 14個（14人分）に区切られたフレーズがそれ
ぞれのくじに書かれており、それをつなぎ合わせると、この一節になるという仕掛けで
す。「一人一人の子どもが太陽のように輝ける、そして、その輝きが町の輝きにつなが
る。そんな学校を委員の皆さんと力を合わせて作り上げたい。」という事務局の言葉か
ら会議が始まりました。
　それでは、第６回学校建設準備委員会の協議事項等について報告します。

　今回の準備委員会の最大のテーマは、建設地の決定でした。
学校設置基準に準拠し、候補地を小学校地か中学校地かどちら
かにすることを確認した後、質疑を含め資料確認を行いました。
そして、全委員承諾のもと、５つの評価項目について各委員か
ら一人ずつ意見を出し合いました。各委員それぞれの思いがあ
る中、それらを可視化するため、「◎」「○」でホワイトボー
ドに整理していきました。その集計結果が上の表です。委員総
意のもと、準備委員会として中学校地を建設地とすることに決
定しました。また、小学校地の利用についての要望を、付帯意
見として、教育委員会に提出し、町長に提言することも確認さ
れました。
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●安全面・立地条件
・海側も山側も、どちらも大道通りが危ないと感じる。
・中学校のほうは県道があるが跨線橋があって安全である。
・中学校側だと、信号機の設置の必要性が高まる。
・中学校側は半島に向けて扇形状にまちづくりを新構想し
　ていくイメージ、小学校側は同心円的に今までのものを
　活用していくイメージである。
●学習環境
・敷地が広いほうが学習形態を工夫しやすいのではないか。
・小学校のほうが公共施設との連携が図りやすい。
・中学生にとってグラウンドの広さは必須だと思う。
・半島との距離も、それも学習環境の一つではないか。
●町民との交流
・町民との交流の要は、やはり小学校ではないか。
・駐車場を確保できるのは、中学校のほうだと思う。
・真鶴駅に近く社会人や高校生、大学生もすぐ寄れる。
●給食のあり方
・自校給食にかなうものはない。今後も維持させたい。
・今の中学生にも学校で給食を食べさせてあげたい。
●移転の条件
・小学校の跡地のほうが、いろいろと利用価値が高いよう
　に思う。

委員から出された主な意見は、次のとおりです。

第７回準備委員会のお知らせ＊傍聴も大歓迎
日　時:９月17日（火）13:40～
会　場:町民センター３階　講堂（予定）
テーマ:「学校の形態」「学年の区切り」など

委員会の議事録と資料（一部)はコチラから↓
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連

載

□問い合わせ　

　健康長寿課　内線227

きのこの種類は400種類もあり、そのうち食用にされるものは約100種類といわれていま
す。市場に出回るのは15種類くらいで、まつたけ以外のきのこはほとんど人工栽培され、一
年中手に入りますが、９～11月が旬の食材です。今回は、少ない材料で簡単にできるレシ
ピをご紹介します。

旬の食材を食べよう！「きのこ」

管理栄養士の健康レシピ

㩬はし䛚、䛣し䜗䛖を䜅䛳て䛚く。

きの䛣は▼✺をྲྀ䜚、 䜋䛠して䛚く。

たま䛽䛞はⷧく䝇䝷イ䝇して䛚く。

〈作り方〉
「鮭ときのこのマヨホイル焼き」

̍

̎

〈きのこの栄養〉

●低カロリーで食物繊維が豊富です。食物繊維は腸内環境を整え、
　　便秘の予防・改善の効果があります。また、血糖値の急な上昇を抑え
    たり、コレステロールの吸収を抑えたりする働きがあります。食べ過ぎ防止にも効果が  
    期待できます。

●ビタミンDが豊富です。ビタミンDはカルシウムの吸収を助ける働きがあり、骨や歯の成長
　  に欠かせない栄養素です。乳製品や小魚、青菜などカルシウムを多く含む食品と一緒に　　   
    食べることがおすすめです。また、天日干しすることでビタミンDの含有量が増えるので、　　　   
    調理前に３０分程度でも日に当てることで効果が期待できます。脂溶性のビタミンなので　　    
    油と一緒に調理することで体内への吸収率が上がります。

●きのこにはうまみ成分であるグルタミン酸とグアニル酸の両方が豊富に含まれています。　　
    いろいろなきのこを組み合わせると、うまみがさらにアップします。

●ビタミンB群が豊富です。ビタミンB1は糖質をエネルギーに変える働き   
   を助け、疲労回復の効果が期待できます。
　 ビタミンB2は、皮膚や粘膜を健康に保つ働きを助けたり、アルコールの   
   分解を助けます。

POINT

德田管理栄養士

アル䝭䝩イルにたま䛽䛞をᩜき、㩬、

きの䛣、マ䝶䝛ー䝈の㡰にの䛫、

ໟ䜐。

̏ 䝣䝷イ䝟ンにỈを䠍䟛入䜜、      を

入䜜る。をして、䠍䠌分ຍ⇕する。

◆材料　２人分　　
　　生鮭　　　　　　　　　　　　　　　　　　               
　　お好みのきのこ　　
    たまねぎ　　　　　
    塩、こしょう　　　
    マヨネーズ　　　　

２本
５０ｇ
1/4個
少々
大さじ２

１人分218kcal 塩分0.6g　野菜量50g
̎
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□問い合わせ　

　健康長寿課　内線227

きのこの種類は400種類もあり、そのうち食用にされるものは約100種類といわれていま
す。市場に出回るのは15種類くらいで、まつたけ以外のきのこはほとんど人工栽培され、一
年中手に入りますが、９～11月が旬の食材です。今回は、少ない材料で簡単にできるレシ
ピをご紹介します。

旬の食材を食べよう！「きのこ」

管理栄養士の健康レシピ

㩬はし䛚、䛣し䜗䛖を䜅䛳て䛚く。

きの䛣は▼✺をྲྀ䜚、 䜋䛠して䛚く。

たま䛽䛞はⷧく䝇䝷イ䝇して䛚く。

〈作り方〉
「鮭ときのこのマヨホイル焼き」

̍

̎

〈きのこの栄養〉
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●ビタミンDが豊富です。ビタミンDはカルシウムの吸収を助ける働きがあり、骨や歯の成長
　  に欠かせない栄養素です。乳製品や小魚、青菜などカルシウムを多く含む食品と一緒に　　   
    食べることがおすすめです。また、天日干しすることでビタミンDの含有量が増えるので、　　　   
    調理前に３０分程度でも日に当てることで効果が期待できます。脂溶性のビタミンなので　　    
    油と一緒に調理することで体内への吸収率が上がります。

●きのこにはうまみ成分であるグルタミン酸とグアニル酸の両方が豊富に含まれています。　　
    いろいろなきのこを組み合わせると、うまみがさらにアップします。

●ビタミンB群が豊富です。ビタミンB1は糖質をエネルギーに変える働き   
   を助け、疲労回復の効果が期待できます。
　 ビタミンB2は、皮膚や粘膜を健康に保つ働きを助けたり、アルコールの   
   分解を助けます。

POINT

德田管理栄養士

アル䝭䝩イルにたま䛽䛞をᩜき、㩬、

きの䛣、マ䝶䝛ー䝈の㡰にの䛫、

ໟ䜐。

̏ 䝣䝷イ䝟ンにỈを䠍䟛入䜜、      を

入䜜る。をして、䠍䠌分ຍ⇕する。

◆材料　２人分　　
　　生鮭　　　　　　　　　　　　　　　　　　               
　　お好みのきのこ　　
    たまねぎ　　　　　
    塩、こしょう　　　
    マヨネーズ　　　　

２本
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1/4個
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

特定健康診査 後期高齢者健康診査 国保健康診査 住民健康診査

対象者

国民健康保険加入者の
40歳～74歳の人(※1)
(満75歳の誕生日の前日
まで)

後期高齢者医療保険加
入者、75歳以上の人(※
２)
(一部65歳～74歳の人を
含みます)

国民健康保険加入者の
16歳～39歳の人(※３)

16歳～39歳の人
(学生、職域、国保健診
のある人を除く)(※３)

健診料金

健診項目

健診日程

受診券

持ち物
受診券・問診票・国民
健康保険被保険者証

受診券・問診票・後期
高齢者医療被保険者証

国民健康保険被保険者
証

健康保険証

無料

あり（別途送付） なし

問診・身体測定(身長・体重)・血圧測定・尿検査・肝機能検査・腎臓機能検査・血糖検査・
脂質検査・胸部レントゲン・医師の診察
『特定健康診査のみ必須』腹囲測定、心電図検査
『追加項目』心電図検査・眼底検査 ・喀痰検査※医師が必要と認めた人

別表のとおり

注
意
事
項

！

生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
方
の
健
康
診
査

40歳～74歳（昭和24年９月10日～昭和60年４月１日に生まれた人）
75歳以上（昭和24年９月9日までに生まれた人）
16歳～39歳（昭和60年４月２日～平成21年４月１日に生まれた人）

 

今
年
度
も
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
で
あ
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
(
内
臓
脂
肪
症

候
群
)
と
、
そ
の
予
備
群
の
人
を
発
見
す
る
た

め
に
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
無
料
で
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

 

こ
の
健
診
を
受
診
で
き
る
人
は
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
に
よ
り
異
な
り
、
町
で
受
け
ら
れ

る
健
診
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

そ
れ
以
外
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
・
事
業
所
に
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、

そ
の
結
果
に
よ
り
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

※１  
※２
※３

〇昭和24年９月11日～９月13日までに生まれた人は、
受診日により健診の種類が異なりますのでご注意ください。

➊
健
診
の
予
約
は
不
要
で
す
。

　
健
診
日
程
の
中
で
都
合
の
良
い
日

　
時
に
町
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

➋
血
液
検
査
が
あ
り
ま
す
。

・
午
前
受
診
の
人
は
、
前
日
の
夕
食

　
後
10
時
間
以
上
は
水
以
外
の
飲
食

　
物
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
午
後
受
診
の
人
は
、
当
日
の
軽
め

　
の
朝
食
後
、
水
以
外
の
飲
食
物
を

　
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
夜
間
受
診
の
人
は
、
当
日
の
軽
め

　
の
昼
食
後
、
水
以
外
の
飲
食
物
を

　
控
え
て
く
だ
さ
い
。

➌
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ボ
タ
ン
・
金
具
の
な
い
服
装

　
で
お
願
い
し
ま
す
。

(
ボ
タ
ン
の
な
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
は

　
着
た
ま
ま
撮
影
で
き
ま
す
)

➍
眼
底
検
査
(
医
師
が
必
要
を
認
め

　
た
人
)
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

　
を
外
し
て
撮
影
し
ま
す
。

➎
受
診
す
る
前
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

　
摂
取
や
過
度
の
運
動
な
ど
を
控
え

　
て
く
だ
さ
い
。

➏
健
診
は
、
混
雑(

特
に
午
前
中)

が

　
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き

　
く
だ
さ
い
。

➐
健
診
会
場
へ
の
車
で
の
ご
来
場
は

　
お
控
え
く
だ
さ
い
。
　

➑
当
日
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
真

　
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
前
の

　
検
診
車
ま
で
移
動
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

※

健
診
デ
ー
タ
や
問
診
票
の
結
果
は
、

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
活
用
し
ま

　
す
。

　
結
果
は
統
計
情
報
と
し
て
取
り
扱

　
う
た
め
、
個
人
情
報
が
侵
害
さ
れ

　
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
活
保
護
受
給
者
で
令
和
６
年
度

中
に
16
歳
以
上
に
な
る
方
(
学
生
お

よ
び
職
場
で
健
診
機
会
の
あ
る
方
は

除
く
)
の
健
康
診
査
は
、
真
鶴
町
国

民
健
康
保
険
診
療
所
で
行
い
ま
す
。

　

　
受
診
期
間
や
受
診
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
９
月
に
個
別
通
知
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
９
月
10
日
か
ら
行
わ
れ
る
集
団
健

康
診
査
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

 

　
一
生
に
１
回
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

  

　
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
特
定

健
康
診
査
の
日
程
と
同
時
に
（
た
だ
し
、

診
療
所
の
日
は
除
く
）
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（Ｂ
型
・Ｃ
型
）検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
主
な
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
Ａ
型
、

Ｂ
型
、
Ｃ
型
、
Ｄ
型
、
Ｅ
型
の
５
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
Ｂ
型
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
起
因

す
る
も
の
が
、
肝
炎
患
者
の
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
完
治
す
る
場
合
や

重
症
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者

⑴
40
歳

(
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年  

  

４
月
１
日
生
ま
れ
)
と
な
る
人

⑵
41
歳
以
上

(
昭
和
58
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

 

れ
た
方
)
で
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル

 

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

◇
検
診
内
容
　

　
問
診
、
血
液
検
査

◇
検
査
料
金 

無
料

◇
受
診
方
法

　
事
前
に
健
康
長
寿
課
へ
お
申
し
込

  

み
く
だ
さ
い
。

　 問い合わせ　

   健康長寿課

   ☎内線226・227

特定健康診査・後期高齢者健康診査・

国保健康診査・住民健康診査を受けましょう

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

◆ 健 診 の 種 類

健　診　日 受 付 時 間 会 場

 9:30 ～ 11:00

14:00 ～ 15:30

17:00 ～ 18:30

 9:30 ～ 11:00

14:00 ～ 15:30

17:00 ～ 18:30

 9:30 ～ 11:00

14:00 ～ 15:30

 9:30 ～ 11:00

14:00 ～ 15:30

町
民
セ
ン
タ
｜

９月12日(木)

９月13日(金)

９月10日(火)

９月11日(水)
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ၟ࿊ଌஅෑ௮ ଢ଼ৼஸ፼ೄଌஅෑ௮ ேᇱଌஅෑ௮ ഉኁଌஅෑ௮

ඉೄ

ேኁଌஅᇱइႚೄƣ
40ఄ74ఄƣ(Å1)
(ተ75ఄƣངภ႘ƣ႘
ƳƜ)

ଢ଼ৼஸ፼ೄፑᇱइ
ႚೄb75ఄࡒඑƣ(Å
ĩ)
ᆪ65ఄ74ఄƣǇࡴ)
ƴƳƎ)

ேኁଌஅᇱइႚೄƣ
16ఄ39ఄƣ(ÅĪ)

16ఄ39ఄƣ
(ॺภbධࡰbேᇱଌෑ
ƣŷǀǇൊƄ)(ÅĪ)

ଌෑፍઞ
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ᇠᅳƣƝſƿ

注
意
事
項

Მ

生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
方
の
健
康
診
査

40歳～74歳（昭和24年９月10日～昭和60年４月１日に生まれた人）
75歳以上（昭和24年９月9日までに生まれた人）
16歳～39歳（昭和60年４月２日～平成21年４月１日に生まれた人）

今
年
ဗ
も
、
生
ঊ

ষ
ᅸ
の
৭

ࢀ

で
あ
る

Ȍ
Ǫ
ȇ
リ
⻜
ǚ
シ
ン
Ǵ
Ș
ー
ム
(
ၾ

౻
ስ
൵

୭
ૌ
)
と
、
そ
の
ያ
ᅏ
ૌ
の

を
ᄇ
見
す
る
た

め
に
、
ଌ
அ
ෑ
௮
を
ಲ
౮
し
ま
す
。
今
年
ဗ
か

ら
は
ኅ
ፍ
で
ଌ
ෑ
が

け
ら
れ
ま
す
j

こ
の
ଌ
ෑ
を

ෑ
で
き
る

は
、
加
入
し
て
い

る
ଌ
அ
ᇱ

に
よ
り
ࡣ
な
り
、
町
で

け
ら
れ

る
ଌ
ෑ
の

象
ೄ
は

の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ࡒ
॒
の

は
、
そ
れ
Ɠ
れ
の
加
入
し
て
い

る

ፑ
ᇱ

ೄ
f
事

所
に
ྞ
ไ
お
ኴ
い
合
わ

Ɛ
く
ƕ
さ
い
。

な
お
、
ၟ
定
ଌ
அ
ෑ
௮
を

ෑ
さ
れ
た

は
、

そ
の
ଅ
ऐ
に
よ
り
ၟ
定
ᇱ
ଌ
౪
၏
の

象
に
な

り
ま
す
。

※１  
※２
※３

〇昭和24年９月11日～９月13日までに生まれた人は、
受診日により健診の種類が異なりますのでご注意ください。

ߑ
ଌ
ෑ
の
ያ
約
は
ᆊ
要
で
す
。

　
ଌ
ෑ
႘
࿘
の
中
で
ဒ
合
の
ፕ
い
႘

　
時
に
町
ኁ
Ǧ
ン
Ǫ
ー
ま
で
お
越
し

　
く
ƕ
さ
い
。

ߒ
ଆ
ࢻ
ଙ
௮
が
あ
り
ま
す
。

f

前

ෑ
の

は
、
前
႘
の
ዪ
ඳ

　
ଢ଼
10
時
間
ࡒ
上
は
෯
ࡒ
॒
の
ࢃ
ඳ

　
ᆾ
を

え
て
く
ƕ
さ
い
。

f

ଢ଼

ෑ
の

は
、
当
႘
の

め

　
の
ྋ
ඳ
ଢ଼
、
෯
ࡒ
॒
の
ࢃ
ඳ
ᆾ
を

　

え
て
く
ƕ
さ
い
。

f
ኻ
間

ෑ
の

は
、
当
႘
の

め

　
の

ඳ
ଢ଼
、
෯
ࡒ
॒
の
ࢃ
ඳ
ᆾ
を

　

え
て
く
ƕ
さ
い
。

ߓ
レ
ン
ト
ǝ
ン
వ
ࢬ
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ȇ
Ǫ
ン
f
ઞ
具
の
な
い
ᆴ
ົ

　
で
お
৪
い
し
ま
す
。

(
ȇ
Ǫ
ン
の
な
い
ŋ
シ
ャ
ǯ
な
ど
は

　
ཧ
た
ま
ま
వ
ࢬ
で
き
ま
す
)

ߔ
ৣ
࿌
ଙ
௮
(

౧
が
ᅢ
要
を
Ⴁ
め

　
た

)
は
、
Ǟ
ン
Ǫ
ǚ
ト
レ
ン
ズ

　
を
॒
し
て
వ
ࢬ
し
ま
す
。

ߕ

ෑ
す
る
前
は
、
ア
Ȗ
Ǟ
ー
Ȗ
の

　
ๅ

や
थ
ဗ
の
運
動
な
ど
を

え

　
て
く
ƕ
さ
い
。

ߖ
ଌ
ෑ
は
、

(

ၟ
に

前
中)

が

　
ያ
ມ
さ
れ
ま
す
の
で
ご
ൡ
ཐ
お
き

　
く
ƕ
さ
い
。

ߗ
ଌ
ෑ
会

ƭ
の
車
で
の
ご


は

　
お

え
く
ƕ
さ
い
。
　

ߘ
当
႘
は
、
町
ኁ
Ǧ
ン
Ǫ
ー
か
ら
真

　
鶴
町
ே
ኁ
ଌ
அ
ᇱ

ෑ
ፑ
所
前
の

　
ଙ
ෑ
車
ま
で
ࡤ
動
が
ᅢ
要
に
な
り

　
ま
す
。

※
ଌ
ෑ
ǲ
ー
Ǫ
や
ኴ
ෑ
ᅲ
の
ଅ
ऐ
は
、

　
ଌ
அ
づ
く
り
の
෮
ු
に
ঊ
用
し
ま

　
す
。

　
ଅ
ऐ
は
ျ
計
ග
ሇ
と
し
て

り


　
う
た
め
、
଼

ග
ሇ
が
ඹ
॔
さ
れ

　
る
こ
と
は
あ
り
ま
Ɛ
ん
。

　
生
ঊ
ᇱ
୦


ೄ
で
፭
Ꭼ
６
年
ဗ

中
に
16
歳
ࡒ
上
に
な
る
ሑ
(
学
生
お

よ
ƨ
ධ

で
ଌ
ෑ
機
会
の
あ
る
ሑ
は

ൊ
く
)
の
ଌ
அ
ෑ
௮
は
、
真
鶴
町
ே

ኁ
ଌ
அ
ᇱ

ෑ
ፑ
所
で
ப
い
ま
す
。

受
診
期
間
や
受
診
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
９
月
に
個
別
通
知
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
か
ら
行
わ
れ
る
集
団
健

康
診
査
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
生
に
１
回
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

  

　
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

町
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
特
定

健
康
診
査
の
日
程
と
同
時
に
（
た
だ
し
、

診
療
所
の
日
は
除
く
）
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（Ｂ
型
・Ｃ
型
）検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
ৎ
࣐
Ǒ
イ
Ȗ
ス
に
は
、
ĸ

、

Ĺ

、
ĺ

、
Ļ

、
ļ

の
Ĭ


፬
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
Ĺ

、

ĺ

ৎ
࣐
Ǒ
イ
Ȗ
ス
の
感

に

ࢀ

す
る
も
の
が
、
ৎ
࣐

ೄ
の
多
く
を

๒
め
て
い
ま
す
。

　
現
ఓ
で
は

โ
な
ಓ
ፑ
を

け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
完
ಓ
す
る

合
や

重
൵
ँ
を
ሻ

す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
ວ
期
ᄇ

見
f
ວ
期
ಓ
ፑ
の
た
め
に
、
ৎ
࣐
Ǒ

イ
Ȗ
ス
ଙ
ෑ
を

け
ま
し
⻕
う
。

◇
対
象
者

㌷
40
歳

(
൨
Ꭼ
59
年
ī
ଈ
２
႘
〜
൨
Ꭼ
60
年  

  

ī
ଈ
１
႘
生
ま
れ
)
と
な
る


ᾈ
41
歳
ࡒ
上

(
൨
Ꭼ
58
年
ī
ଈ
１
႘
ࡒ
前
に
生
ま

れ
た
ሑ
)
で
थ
ੌ
に
ৎ
࣐
Ǒ
イ
Ȗ

ス
ଙ
௮
を

け
た
こ
と
が
な
い


◇
検
診
内
容

　
ኴ
ෑ
、
ଆ
ࢻ
ଙ
௮

◇
検
査
料
金

ኅ
ፍ

◇
受
診
方
法

　
事
前
に
ଌ
அ
ྙ
೧
ड
ƭ
お

し
込

  

み
く
ƕ
さ
い
。

　 問いྜ䜟䛫　

   ᗣ㛗ᑑㄢ

   ☎内⥺226・227

ཎ定ͤࡍ診௹・後᭗ᱫᎍͤࡍ診௹・

診௹Ǜ受けましǐƏࡍ診௹・˰ൟͤࡍ̬ͤ

˗ਅொɹදి൪߸ɹ������������˗

˗�݈��ͷ�छ�ྨ

健 診 日 受 付 時 間 会 場

9:30  11:00

14:00  15:30

17:00  18:30

9:30  11:00

14:00  15:30

17:00  18:30

9:30  11:00

14:00  15:30

9:30  11:00

14:00  15:30

町
民
セ
ン
タ
�

㕹ଈ12႘(木)

㕹ଈ13႘(ઞ)

㕹ଈ10႘(औ)

㕹ଈ11႘(෯)
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成
人
歯
科
健
診
の

お
知
ら
せ

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

敬
老
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

連

　載

　
子
宮
が
ん
お
よ
び
乳
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時
　

　
９
月
25
日
㈬
　
９
時
か
ら

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
　
真
鶴
町
民

◇
申
込
期
間

　
９
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮

◇
申
込
方
法

　
健
康
長
寿
課
へ
電
話
ま
た

　
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と

　
な
り
ま
す
の
で
、
早
目
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

検
診
を
受
け
ら
れ
る
の
は

　
年
１
回
で
す
。

※

昨
年
受
診
し
た
が
ん
検
診

　
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言

　
わ
れ
た
方
は
主
治
医
と
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
診
票
等
の
配
布

　
申
込
後
、
健
康
長
寿
課
よ

　
り
郵
送
し
ま
す
。

◇
注
意
事
項

　
次
の
方
は
、
検
診
料
が
免

　
除
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

　
ず
お
申
し
込
み
の
際
に
申

　
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、

　
障
が
い
等
の
理
由
で
「
後

　
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

　
す
る
方
や
生
活
保
護
法
に

　
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属
す

　
る
方

④
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券

　
が
発
行
さ
れ
た
方(

必
ず

　
検
診
当
日
に
ク
ー
ポ
ン
券

　
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。)

■
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

　　
壮
年
期
以
降
に
歯
を
喪
失

す
る
最
大
の
原
因
は
歯
周
病

で
す
。
歯
周
病
は
、
歯
の
周

り
に
つ
い
て
歯
垢
中
の
細
菌

が
要
因
と
な
っ
て
発
症
し
、

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
乏
し

く
放
置
さ
れ
が
ち
で
、
気
づ

い
た
時
に
は
、
進
行
し
て
歯

を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
早
い
時
期
に
成
人
歯
科
健

診
を
受
け
、
お
口
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切
な

保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
健
診
期
間

　
令
和
６
年
９
月
２
日
㈪
〜

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

◇
健
診
場
所
　

　
小
田
原
歯
科
医
師
会
会
員

　
の
医
療
機
関

◇
検
査
内
容
　

　
問
診
、
診
察
、
歯
肉
の
検

　
査
、
保
健
指
導

◇
対
象
者
　

　
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
20
・
30
・
40
・
45
・
50
・
55
・

　60
・
65
・
70
・
75
・
80
歳
と
な

　
る
方
に
案
内
ハ
ガ
キ
を
送

　
付
し
て
い
ま
す
。

※

今
年
度
新
た
に
20
歳
・
30

　
歳
と
な
る
方
が
加
わ
り
ま

　
し
た
。

◇
自
己
負
担
　
１
３
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
お
よ
び
70
歳

　
以
上(

昭
和
30
年
以
前
生

　
ま
れ)

の
方
は
免
除
に
な

　
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

　
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ

　
い
。

◇
申
込
期
間
　

　
令
和
６
年
９
月
２
日
㈪
〜

　
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬

◇
申
込
方
法
　

・
案
内
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う

　
え
、
健
康
長
寿
課
で
健
診

　
票
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

・
歯
科
医
院
へ
の
予
約
は
、

　
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

・
健
診
と
治
療
は
同
日
に
受

　
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

・
継
続
的
な
治
療
等
を
行
っ

　
て
い
る
方
は
、
か
か
り
つ

　
け
の
歯
科
医
院
へ
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
６

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
や
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高
齢

者
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
ご
長
寿
を
お
祝
い

す
る
「
敬
老
会
」
と
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
地

域
福
祉
づ
く
り
の
契
機
と
す

る
「
社
会
福
祉
大
会
」
を

「
敬
老
社
会
福
祉
大
会
」
と

し
て
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

　
９
月
14
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
受
付
開
始

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
３
階
　
講
堂
　

◇
内
容

<
式
典
>
10
時
か
ら

・
金
婚
式
ご
夫
婦
記
念
品
贈
呈

・
功
績
者
、
福
祉
作
文
コ
ン

　
ク
ー
ル
表
彰

<
公
演
>
式
典
終
了
後

　
真
鶴
診
療
所 

所
長 

　
大
平 

祐
己 

氏

・
講
演
「
高
齢
者
の
健
康
維

　
持
に
つ
い
て
」

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
　
　
　
　

◇
そ
の
他

・
会
場
の
空
調
は
寒
暖
へ
の

　
細
か
な
対
応
が
で
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
ご
自
身
で
調
整

　
で
き
る
よ
う
服
装
等
の
工

　
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、

　
ご
来
場
は
徒
歩
ま
た
は
送

　
迎
バ
ス(

左
表)

を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

・
ご
長
寿
お
祝
い
お
弁
当
を

　
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
３

　
９
月
15
日
現
在
、
米
寿

(

88
才)

・
白
寿(

99
才)

を
迎

え
た
方
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
ご
案

内
の
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
ご
希
望
の
方
に

町
長
等
が
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、

長
寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
担
当
課

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
訪
問
を
希
望
さ
れ

な
い
方
は
、
次
の
日
程
に
て

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

◇
受
け
渡
し
期
間
・
場
所

⑴
９
月
14
日
㈯

　
敬
老
社
会
福
祉
大
会
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
１
階

⑵
９
月
17
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭ 

　(

土
日
祝
日
を
除
く)

　
役
場 

健
康
長
寿
課

◇
持
ち
物

　
対
象
者
の
身
分
証
お
よ
び

　
印
鑑
、
ご
案
内
は
が
き

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
２

　
９
月
15
日
現
在
、
喜
寿

(

77
才)

を
迎
え
た
方
に
敬
老

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
ご
案
内
の
は
が

き
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
者

の
身
分
証
お
よ
び
印
鑑
、
ご

案
内
は
が
き
を
ご
持
参
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
受
け
渡
し
期
間
・
場
所

「
敬
老
祝
金
」
と
同
様

◇
持
ち
物

　

「
敬
老
祝
金
」
と
同
様

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
２

◆ 検 診 内 容

午前 午後

子宮がん(頸部) 800円 20歳以上の女性 100人

乳がん
(視触診＋マンモ

グラフィ併用)

1,500円

40歳以上の女性で令和６年
４月２日から令和７年４月
１日までの間に誕生日を迎
えて偶数歳になる方および

クーポン対象者

80人

① ９時
② 10時
③ 11時

④ 13時
⑤ 14時

検診日の受付時間
種類 料金 対象者 定員

◆ ク ー ポ ン 対 象 者
平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれの方

平成11年４月２日～平成15年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの方

昭和54年４月２日～昭和57年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

子宮
がん
検診

乳がん
検診

敬
老
社
会
福
祉
大
会
の

ご
案
内

◆ 送迎バス運行時刻表　【９月14日（土）】

9:30

9:15

魚　座　前 9:34

消防分署 9:26

入　船　前

真
　
鶴
　
方
　
面

西浜バス停 9:32

横捲公園前 9:28

町民センター

石　名　坂

9:02

9:04

9:06

9:08

中学校正門前 9:10

9:00

乗車場所 発車時刻地区

や
ま
ゆ
り
・
城
北
方
面

青木みかん園前

真鶴生コン前

9:20

国分商店前 9:44

真鶴駅ロータリー

細　　　山

橋　ノ　上

町民センター 9:50

貴船神社下 9:36

大　浜　口 9:40

ひなづる幼稚園前 9:42

情報センター前 9:46

※交通状況等により多少時間が前後する場合が

ありますので、時間にはゆとりをもってお越し下さい。

発車時刻

岩地区集会場前

9:18

地区

岩
　
方
　
面

9:20

乗車場所

農協撰果場前

岩ふれあい館前

岩　海　岸

謡　　　坂

町民センター前

9:16

9:14

9:12

9:10
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成
人
歯
科
健
診
の

お
知
ら
せ

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

敬
老
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

連

　載

　
子
宮
が
ん
お
よ
び
乳
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時
　

　
９
月
25
日
㈬
　
９
時
か
ら

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
　
真
鶴
町
民

◇
申
込
期
間

　
９
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮

◇
申
込
方
法

　
健
康
長
寿
課
へ
電
話
ま
た

　
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と

　
な
り
ま
す
の
で
、
早
目
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

検
診
を
受
け
ら
れ
る
の
は

　
年
１
回
で
す
。

※

昨
年
受
診
し
た
が
ん
検
診

　
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言

　
わ
れ
た
方
は
主
治
医
と
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
診
票
等
の
配
布

　
申
込
後
、
健
康
長
寿
課
よ

　
り
郵
送
し
ま
す
。

◇
注
意
事
項

　
次
の
方
は
、
検
診
料
が
免

　
除
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

　
ず
お
申
し
込
み
の
際
に
申

　
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、

　
障
が
い
等
の
理
由
で
「
後

　
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

　
す
る
方
や
生
活
保
護
法
に

　
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属
す

　
る
方

④
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券

　
が
発
行
さ
れ
た
方(

必
ず

　
検
診
当
日
に
ク
ー
ポ
ン
券

　
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。)

■
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

　　
壮
年
期
以
降
に
歯
を
喪
失

す
る
最
大
の
原
因
は
歯
周
病

で
す
。
歯
周
病
は
、
歯
の
周

り
に
つ
い
て
歯
垢
中
の
細
菌

が
要
因
と
な
っ
て
発
症
し
、

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
乏
し

く
放
置
さ
れ
が
ち
で
、
気
づ

い
た
時
に
は
、
進
行
し
て
歯

を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
早
い
時
期
に
成
人
歯
科
健

診
を
受
け
、
お
口
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切
な

保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
健
診
期
間

　
令
和
６
年
９
月
２
日
㈪
〜

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

◇
健
診
場
所
　

　
小
田
原
歯
科
医
師
会
会
員

　
の
医
療
機
関

◇
検
査
内
容
　

　
問
診
、
診
察
、
歯
肉
の
検

　
査
、
保
健
指
導

◇
対
象
者
　

　
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
20
・
30
・
40
・
45
・
50
・
55
・

　60
・
65
・
70
・
75
・
80
歳
と
な

　
る
方
に
案
内
ハ
ガ
キ
を
送

　
付
し
て
い
ま
す
。

※

今
年
度
新
た
に
20
歳
・
30

　
歳
と
な
る
方
が
加
わ
り
ま

　
し
た
。

◇
自
己
負
担
　
１
３
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
お
よ
び
70
歳

　
以
上(

昭
和
30
年
以
前
生

　
ま
れ)

の
方
は
免
除
に
な

　
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

　
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ

　
い
。

◇
申
込
期
間
　

　
令
和
６
年
９
月
２
日
㈪
〜

　
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬

◇
申
込
方
法
　

・
案
内
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う

　
え
、
健
康
長
寿
課
で
健
診

　
票
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

・
歯
科
医
院
へ
の
予
約
は
、

　
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

・
健
診
と
治
療
は
同
日
に
受

　
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

・
継
続
的
な
治
療
等
を
行
っ

　
て
い
る
方
は
、
か
か
り
つ

　
け
の
歯
科
医
院
へ
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
６

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
や
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高
齢

者
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
ご
長
寿
を
お
祝
い

す
る
「
敬
老
会
」
と
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
地

域
福
祉
づ
く
り
の
契
機
と
す

る
「
社
会
福
祉
大
会
」
を

「
敬
老
社
会
福
祉
大
会
」
と

し
て
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

　
９
月
14
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
受
付
開
始

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
３
階
　
講
堂
　

◇
内
容

<
式
典
>
10
時
か
ら

・
金
婚
式
ご
夫
婦
記
念
品
贈
呈

・
功
績
者
、
福
祉
作
文
コ
ン

　
ク
ー
ル
表
彰

<
公
演
>
式
典
終
了
後

　
真
鶴
診
療
所 

所
長 

　
大
平 

祐
己 

氏

・
講
演
「
高
齢
者
の
健
康
維

　
持
に
つ
い
て
」

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
　
　
　
　

◇
そ
の
他

・
会
場
の
空
調
は
寒
暖
へ
の

　
細
か
な
対
応
が
で
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
ご
自
身
で
調
整

　
で
き
る
よ
う
服
装
等
の
工

　
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、

　
ご
来
場
は
徒
歩
ま
た
は
送

　
迎
バ
ス(

左
表)

を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

・
ご
長
寿
お
祝
い
お
弁
当
を

　
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
３

　
９
月
15
日
現
在
、
米
寿

(

88
才)

・
白
寿(

99
才)

を
迎

え
た
方
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
ご
案

内
の
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
ご
希
望
の
方
に

町
長
等
が
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、

長
寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
担
当
課

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
訪
問
を
希
望
さ
れ

な
い
方
は
、
次
の
日
程
に
て

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

◇
受
け
渡
し
期
間
・
場
所

⑴
９
月
14
日
㈯

　
敬
老
社
会
福
祉
大
会
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
１
階

⑵
９
月
17
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭ 

　(

土
日
祝
日
を
除
く)

　
役
場 

健
康
長
寿
課

◇
持
ち
物

　
対
象
者
の
身
分
証
お
よ
び

　
印
鑑
、
ご
案
内
は
が
き

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
２

　
９
月
15
日
現
在
、
喜
寿

(

77
才)

を
迎
え
た
方
に
敬
老

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
ご
案
内
の
は
が

き
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
者

の
身
分
証
お
よ
び
印
鑑
、
ご

案
内
は
が
き
を
ご
持
参
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
受
け
渡
し
期
間
・
場
所

「
敬
老
祝
金
」
と
同
様

◇
持
ち
物

　

「
敬
老
祝
金
」
と
同
様

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
２

◆ 検 診 内 容

午前 午後

子宮がん(頸部) 800円 20歳以上の女性 100人

乳がん
(視触診＋マンモ

グラフィ併用)

1,500円

40歳以上の女性で令和６年
４月２日から令和７年４月
１日までの間に誕生日を迎
えて偶数歳になる方および

クーポン対象者

80人

① ９時
② 10時
③ 11時

④ 13時
⑤ 14時

検診日の受付時間
種類 料金 対象者 定員

◆ ク ー ポ ン 対 象 者
平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれの方

平成11年４月２日～平成15年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの方

昭和54年４月２日～昭和57年４月１日生まれで、昨年度未受診の方

子宮
がん
検診

乳がん
検診

敬
老
社
会
福
祉
大
会
の

ご
案
内

◆ 送迎バス運行時刻表　【９月14日（土）】

9:30

9:15

魚　座　前 9:34

消防分署 9:26

入　船　前

真
　
鶴
　
方
　
面

西浜バス停 9:32

横捲公園前 9:28

町民センター

石　名　坂

9:02

9:04

9:06

9:08

中学校正門前 9:10

9:00

乗車場所 発車時刻地区

や
ま
ゆ
り
・
城
北
方
面

青木みかん園前

真鶴生コン前

9:20

国分商店前 9:44

真鶴駅ロータリー

細　　　山

橋　ノ　上

町民センター 9:50

貴船神社下 9:36

大　浜　口 9:40

ひなづる幼稚園前 9:42

情報センター前 9:46

※交通状況等により多少時間が前後する場合が

ありますので、時間にはゆとりをもってお越し下さい。

発車時刻

岩地区集会場前

9:18

地区

岩
　
方
　
面

9:20

乗車場所

農協撰果場前

岩ふれあい館前

岩　海　岸

謡　　　坂

町民センター前

9:16

9:14

9:12

9:10



1415

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
子
ど
も
服

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

「日
本
赤
十
字
社
会
員
増
強

運
動
」　
ご
協
力
の
お
礼

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

図画・ポスターの部　金賞
朝倉　涼奈さん

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

連

　載

　　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子

宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

(
Ｈ
Ｐ
Ｖ
)
の
感
染
症
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
接
種
勧
奨
が
控
え
ら
れ
て

い
た
時
期
に
公
費
に
よ
る
定

期
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方

は
、
特
例
措
置
と
し
て
の
定

期
接
種
(
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
)
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
令

和
７
年
３
月
31
日
で
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
接
種
は
合
計

３
回
で
、
完
了
す
る
ま
で
に

約
６
か
月
か
か
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
今
年
の
９

月
ま
で
に
接
種
を
開
始
す
る

こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　
平
成
９
年
度
生
ま
れ
〜

　
平
成
19
年
度
生
ま
れ

(
誕
生
日
が
１
９
９
７
年
４

　
月
２
日
〜
２
０
０
８
年
４

　
月
１
日
)
の
女
性
で
、
接

　
種
す
る
日
に
真
鶴
町
に
住

　
民
登
録
が
あ
る
方

◇
費
用
　

　
無
料
(
公
費
負
担
)

◇
接
種
場
所

【
町
内
】

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険

　
診
療
所

【
湯
河
原
町
】

・
草
柳
小
児
科
医
院

・
山
﨑
小
児
科
医
院

・
そ
の
他
、
町
が
委
託
し
て

　
い
る
医
療
機
関

◇
そ
の
他

※
母
子
健
康
手
帳
等
の
接
種

　
記
録
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

　
接
種
回
数
を
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
。

　
既
定
の
回
数
以
上
を
接
種

　
し
た
場
合
、
接
種
費
用
は

　
全
額
自
費
と
な
り
ま
す
。

※

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
な
い
種

　
類
(
型
)
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
も
あ

　
り
ま
す
の
で
、
20
歳
に

　
な
っ
た
ら
、
子
宮
頸
が
ん

　
検
診
を
定
期
的
に
受
け
ま

　
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課

　
☎
内
線
２
３
２
・
２
３
３

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
９
月
25
日
㈬

　
10
時
〜
11
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー   

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
内
容
　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ

　
ン
シ
ア
タ
ー
等

◇
予
約
制

　
福
祉
課
へ
事
前
申
込

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
対
象
は
就
学
前
８
月
、

　
９
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
１

　
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
不
要
と

な
っ
た
秋
冬
物
の
子
ど
も
服 

(
１
３
０
サ
イ
ズ
ま
で
)
を

お
譲
り
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
受
付
も
行
い
ま
す
。

◇
日
時
　
10
月
17
日
㈭

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
３
階
　
講
堂
　

【リ
サ
イ
ク
ル
品
の
受
付
】

◇
受
け
付
け
る
物

　
秋
冬
用
の
子
ど
も
服
、

　
帽
子
、
靴

※

サ
イ
ズ
は
、
新
生
児
か
ら

　
１
３
０
㎝
ま
で
。

　
そ
れ
以
上
の
サ
イ
ズ
は
、

　
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※

お
持
ち
い
た
だ
く
洋
服

(
新
品
以
外
)
は
、
洗
濯
後

　
サ
イ
ズ
別
に
分
け
て
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

※

目
立
つ
シ
ミ
や
汚
れ
の
あ

　
る
も
の
は
、
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。

※

お
も
ち
ゃ
、
育
児
用
品
は
、

　
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※

回
収
に
は
伺
え
ま
せ
ん
の

　
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間
　

　
９
月
24
日
㈫
〜
10
月
16
日
㈬

〔
受
付
期
限
〕

　
10
月
16
日
㈬
　
正
午
ま
で

◇
受
付
場
所
・時
間

【
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
】
　

　
９
時
〜
正
午
／

　
13
時
〜
16
時(

火
〜
金)

【
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
受
付
】 

　
９
時
〜
正
午
／

　
13
時
〜
17
時(

火
〜
日)

※

町
民
セ
ン
タ
ー
休
館
日
は

　
受
付
不
可

■
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
１

　
社
会
福
祉
協
議
会
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
３
３
１
３

公
費
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

「キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」が

終
了
し
ま
す

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
輸
血

が
必
要
な
人
へ
の
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

優
し
さ
と
少
し
の
勇
気
が
大

き
な
力
と
な
り
傷
つ
い
た
人

の
命
を
救
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
献
血
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
後
日
血
液
検
査

の
結
果
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
健
康
管
理
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
９
月
19
日
㈭

　
10
時
〜
正
午
／

　
13
時
30
分
〜
16
時

◇
会
場
　

　
小
田
原
百
貨
店
真
鶴
店

　
駐
車
場

◇
年
齢
　
18
歳
〜
69
歳

(
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳

　
〜
64
歳
に
献
血
を
し
た
方

　
に
限
り
ま
す
)

※

１
回
の
献
血
量
は
４
０
０

　ml

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※

女
性
は
、
前
回
の
献
血
か

　
ら
16
週
以
上
空
け
て
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時
　

　
９
月
28
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階 

第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容   

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
自
治
会
を
は
じ
め
、
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

令
和
６
年
度
日
本
赤
十
字
社

会
員
募
集
は
、
目
標
の
46
万

１
千
円
を
上
回
る
、
総
額
59

万
５
百
円
を
真
鶴
町
分
区
会

費
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

神
奈
川
県
支
部
へ
送
納
い
た

し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
会
費

は
引
き
続
き
受
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
真
鶴
町
分
区
事
務
局

(
役
場
福
祉
課
内
)

　
☎
内
線
２
３
７

　
６
月
13
日
㈭
に
開
催
さ
れ

た
、
令
和
６
年
度
小
田
原
・

足
柄
下
郡
よ
い
歯
の
学
校
並

び
に
歯
の
衛
生
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
及
び
歯
科
保

健
啓
発
標
語
審
査
会
に
お
い

て
、
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

で
、
真
鶴
中
学
校
３
年
の
朝

倉
　
涼
奈
さ
ん
が
金
賞
を
受

賞
さ
れ
、
７
月
11
日
㈭
に
小

田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

け
や
き
に
お
い
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
６
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
、
真
鶴
町
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

図
画
・ポ
ス
タ
ー
の
部

<
金
賞
>
　

　
真
鶴
中
学
校
３
年
　
　
　

　
朝
倉
　
涼
奈
さ
ん

<
銀
賞
>
　

　
真
鶴
中
学
校
３
年
　
　
　

　
志
村
　
歌
夏
さ
ん

<
銅
賞
>
　

　
真
鶴
中
学
校
２
年
　
　
　

　
小
林
　
千
紗
さ
ん

標
語
の
部
　

<
銀
賞
>
　

・
ま
な
づ
る
小
学
校
３
年
　

　
大
宮
　
衣
理
花
さ
ん

・
ま
な
づ
る
小
学
校
５
年
　

　
志
村
　
海
導
さ
ん

<
銅
賞
>
　

・
ま
な
づ
る
小
学
校
３
年
　

　
平
井
　
瑞
希
さ
ん
　

・
ま
な
づ
る
小
学
校
５
年
　

　
橋
本
　
恵
々
華
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
３

◇
日
時
　

　
９
月
17
日
㈫

　
13
時
40
分
か
ら

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

※

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
教
育
課
教
育

　
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会
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ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
子
ど
も
服

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

「日
本
赤
十
字
社
会
員
増
強

運
動
」　
ご
協
力
の
お
礼

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

図画・ポスターの部　金賞
朝倉　涼奈さん

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

連

　載

　　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子

宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

(
Ｈ
Ｐ
Ｖ
)
の
感
染
症
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
接
種
勧
奨
が
控
え
ら
れ
て

い
た
時
期
に
公
費
に
よ
る
定

期
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方

は
、
特
例
措
置
と
し
て
の
定

期
接
種
(
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
)
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
令

和
７
年
３
月
31
日
で
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
接
種
は
合
計

３
回
で
、
完
了
す
る
ま
で
に

約
６
か
月
か
か
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
今
年
の
９

月
ま
で
に
接
種
を
開
始
す
る

こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　
平
成
９
年
度
生
ま
れ
〜

　
平
成
19
年
度
生
ま
れ

(
誕
生
日
が
１
９
９
７
年
４

　
月
２
日
〜
２
０
０
８
年
４

　
月
１
日
)
の
女
性
で
、
接

　
種
す
る
日
に
真
鶴
町
に
住

　
民
登
録
が
あ
る
方

◇
費
用
　

　
無
料
(
公
費
負
担
)

◇
接
種
場
所

【
町
内
】

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険

　
診
療
所

【
湯
河
原
町
】

・
草
柳
小
児
科
医
院

・
山
﨑
小
児
科
医
院

・
そ
の
他
、
町
が
委
託
し
て

　
い
る
医
療
機
関

◇
そ
の
他

※

母
子
健
康
手
帳
等
の
接
種

　
記
録
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

　
接
種
回
数
を
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
。

　
既
定
の
回
数
以
上
を
接
種

　
し
た
場
合
、
接
種
費
用
は

　
全
額
自
費
と
な
り
ま
す
。

※

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
な
い
種

　
類
(
型
)
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
も
あ

　
り
ま
す
の
で
、
20
歳
に

　
な
っ
た
ら
、
子
宮
頸
が
ん

　
検
診
を
定
期
的
に
受
け
ま

　
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課

　
☎
内
線
２
３
２
・
２
３
３

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
９
月
25
日
㈬

　
10
時
〜
11
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー   

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
内
容
　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ

　
ン
シ
ア
タ
ー
等

◇
予
約
制

　
福
祉
課
へ
事
前
申
込

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
対
象
は
就
学
前
８
月
、

　
９
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
１

　
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
不
要
と

な
っ
た
秋
冬
物
の
子
ど
も
服 

(
１
３
０
サ
イ
ズ
ま
で
)
を

お
譲
り
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
受
付
も
行
い
ま
す
。

◇
日
時
　
10
月
17
日
㈭

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
３
階
　
講
堂
　

【リ
サ
イ
ク
ル
品
の
受
付
】

◇
受
け
付
け
る
物

　
秋
冬
用
の
子
ど
も
服
、

　
帽
子
、
靴

※

サ
イ
ズ
は
、
新
生
児
か
ら

　
１
３
０
㎝
ま
で
。

　
そ
れ
以
上
の
サ
イ
ズ
は
、

　
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※

お
持
ち
い
た
だ
く
洋
服

(
新
品
以
外
)
は
、
洗
濯
後

　
サ
イ
ズ
別
に
分
け
て
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

※

目
立
つ
シ
ミ
や
汚
れ
の
あ

　
る
も
の
は
、
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。

※

お
も
ち
ゃ
、
育
児
用
品
は
、

　
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※

回
収
に
は
伺
え
ま
せ
ん
の

　
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間
　

　
９
月
24
日
㈫
〜
10
月
16
日
㈬

〔
受
付
期
限
〕

　
10
月
16
日
㈬
　
正
午
ま
で

◇
受
付
場
所
・時
間

【
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
】
　

　
９
時
〜
正
午
／

　
13
時
〜
16
時(

火
〜
金)

【
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
受
付
】 

　
９
時
〜
正
午
／

　
13
時
〜
17
時(

火
〜
日)

※

町
民
セ
ン
タ
ー
休
館
日
は

　
受
付
不
可

■
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
１

　
社
会
福
祉
協
議
会
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
３
３
１
３

公
費
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

「キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」が

終
了
し
ま
す

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
輸
血

が
必
要
な
人
へ
の
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

優
し
さ
と
少
し
の
勇
気
が
大

き
な
力
と
な
り
傷
つ
い
た
人

の
命
を
救
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
献
血
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
後
日
血
液
検
査

の
結
果
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
健
康
管
理
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
９
月
19
日
㈭

　
10
時
〜
正
午
／

　
13
時
30
分
〜
16
時

◇
会
場
　

　
小
田
原
百
貨
店
真
鶴
店

　
駐
車
場

◇
年
齢
　
18
歳
〜
69
歳

(
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳

　
〜
64
歳
に
献
血
を
し
た
方

　
に
限
り
ま
す
)

※

１
回
の
献
血
量
は
４
０
０

　ml

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※

女
性
は
、
前
回
の
献
血
か

　
ら
16
週
以
上
空
け
て
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時
　

　
９
月
28
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階 

第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容   

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
自
治
会
を
は
じ
め
、
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

令
和
６
年
度
日
本
赤
十
字
社

会
員
募
集
は
、
目
標
の
46
万

１
千
円
を
上
回
る
、
総
額
59

万
５
百
円
を
真
鶴
町
分
区
会

費
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

神
奈
川
県
支
部
へ
送
納
い
た

し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
会
費

は
引
き
続
き
受
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
真
鶴
町
分
区
事
務
局

(
役
場
福
祉
課
内
)

　
☎
内
線
２
３
７

　
６
月
13
日
㈭
に
開
催
さ
れ

た
、
令
和
６
年
度
小
田
原
・

足
柄
下
郡
よ
い
歯
の
学
校
並

び
に
歯
の
衛
生
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
及
び
歯
科
保

健
啓
発
標
語
審
査
会
に
お
い

て
、
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

で
、
真
鶴
中
学
校
３
年
の
朝

倉
　
涼
奈
さ
ん
が
金
賞
を
受

賞
さ
れ
、
７
月
11
日
㈭
に
小

田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

け
や
き
に
お
い
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
６
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
、
真
鶴
町
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

図
画
・ポ
ス
タ
ー
の
部

<
金
賞
>
　

　
真
鶴
中
学
校
３
年
　
　
　

　
朝
倉
　
涼
奈
さ
ん

<
銀
賞
>
　

　
真
鶴
中
学
校
３
年
　
　
　

　
志
村
　
歌
夏
さ
ん

<
銅
賞
>
　

　
真
鶴
中
学
校
２
年
　
　
　

　
小
林
　
千
紗
さ
ん

標
語
の
部
　

<
銀
賞
>
　

・
ま
な
づ
る
小
学
校
３
年
　

　
大
宮
　
衣
理
花
さ
ん

・
ま
な
づ
る
小
学
校
５
年
　

　
志
村
　
海
導
さ
ん

<
銅
賞
>
　

・
ま
な
づ
る
小
学
校
３
年
　

　
平
井
　
瑞
希
さ
ん
　

・
ま
な
づ
る
小
学
校
５
年
　

　
橋
本
　
恵
々
華
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
３

◇
日
時
　

　
９
月
17
日
㈫

　
13
時
40
分
か
ら

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

※

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
教
育
課
教
育

　
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会



1617

㗀
㗋
㖾
㖾
㗇
ヱ
㖺
㗂
㖽
ヱ

࿁

ミ
⾣
⼇
⽶
⽰
⾰
⽲
⼇
⾅
ムヱ

༌
㖷
ष
ჺ

⽵
⽧
⾎
⼇
⽬

⾒
⽦
⾅
⽰
⾰
⾃
⽶
⾅
्
௹
ཨ
j


ࢂ
⼔
ଣ
ྞ
⼞
⼲
⼑
⼘
⽒

ဒ
౦
૱
ब
⼵
ຍ
ࡎ
ࣂ
ጥ
ਸ
⼺

୰
ྐ
व
⼵
⼑
ཐ
⽐
⼢

ᅇ
ᇱ

ೄ
⼵
ሑ
⼿
इ
ႚ
ೄ

ග
ሇ
⽙
⼑
ཐ
⽐
⼢
⼞
⽅
⼠

⾛
⾇

࿁

⾌
⾬
⽡
⽟
⾰
⼵
ዪ
⽀

⼛
৳
ᆣ
⼵
⼑
፵

コンテスト

サイトࡣ

こちらЎ

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

連

載

〜
ॆ
と
ස
に
ࡱ
ま
れ
た
ሿ
た

ち
の
心
を
ऒ
い
た
い
〜

　
「
ľ
ŉ
ļ
ļ
Ņ

ĸ
ŀ
Ļ

真

鶴

２

０

２

ī

Ǭ

ャ

リ

Ǳ
⻘
ー
Ǟ
ン
サ
ー
ト
」
が
्

௹
さ
れ
ま
す
。

　
ࣿ
楽
芸
術
を
通
じ
て
自
然

ৄ
੩
に

す
る

ಡ
の
୶
上

を
෨
る
こ
と
を
目

と
し
た

Ǭ
ャ
リ
Ǳ
⻘
ー
Ǟ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
「
一

Ƨ
と
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
ౡ
め
よ
う
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
ౡ
め
た
Ǟ

ン
サ
ー
ト
に
Ƒ
Ƨ
お
越
し
く

ƕ
さ
い
。
　
　

½
႘
ಐ
　
İ
ଈ
22
႘
㎠

13
時
〜
19
時
30
ᇀ

½
व

　
お
፟
展
ሰ
୰
ࣆ

(
൚

ଂ
ப
、
ன

の

合

　
は
町
ኁ
Ǧ
ン
Ǫ
ー
)

½

௹
ヱ
ľ
Ŝ
Ŝ
ť

ĸ
Š
ś

  

真
鶴
ಲ
ப
࡙
員
会

½
ၾ
ዴ

　
ೡ
౯
に

၍
す
る
さ
ま
Ƌ

　
ま
な
Ȋ
⻞
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

　
ち
が
、
ኾ
॒
ス
Ǳ
ー
ジ
で

　
ຍ

な
࣏
ປ
を
ྐ
か
Ɛ
て

　
く
れ
ま
す
。

　
当
႘
会

で
は
、
真
鶴
の

　
お
፟
を

る
た
め
の
「
お

　
፟
ᇱ
全
ৰ
ઞ
」
ƭ
の
ᇻ
ઞ

　
を
ப
い
ま
す
の
で
、
࣏
ປ

　
を
ྐ
い
て
ア
ー
Ǳ
⻘
ス
ト

　
か
ら
の
Ⴈ
い
Ȍ
⻜
Ǧ
ー
ジ

　
を

け

り
ま
し
た
ら
、

　
Ƒ
Ƨ
ᇻ
ઞ
に
ご

力
を
お

　
৪
い
い
た
し
ま
す
。

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
ੱ
ࡱ
ड
ɨ
ၾ

ī
ī
１

　
自
然
ሟ
か
な
真
鶴
を
ᆧ
༊

に
、
්
に
ሏ
げ
る

ျ
の
Ȁ

Ȕ
ǫ
ン
ス
を
ᄼ
᎔
し
ま
す
。

ย
፺
と
自
然
の
エ
Ǹ
Ȗ
Ǚ
ー

を
心
と
体
で
感
じ
て
み
ま
Ɛ

ん
か
i

½
႘
ಐ
　
İ
ଈ
28
႘
㎦

12
時
〜
18
時
30
ᇀ

½
व

　
お
፟
展
ሰ
୰
ࣆ

(
൚

ଂ
ப
f
ன

中

)

½

௹

　
真
鶴
町


会
青
年
ᆪ

½
ၾ
ዴ

18
ཆ
体
に
よ
る
Ȁ
Ȕ
ᄇ
ᅳ
、

　


会
青
年
ᆪ
員
に
よ
る

　
Ȁ
Ȕ
ǫ
ン
ス
、
Ș
Ǟ
ȍ
Ǟ

　
့
の
Ǻ
Ț
イ
ア
ン
Ȁ
ー
Ǵ

　
や
ア
Ș
Ǻ
シ
ャ
ǯ
့
の


　
ण
ᄦ
პ
を
ப
う
ያ
定
で
す
。

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
真
鶴
町


会

ɨ
０
ī
６
Ĭ
f
68
f
０
０
３
３

　

身
の
力
作
か
ら
ਂ

に

ス
マ
Ȇ
で
వ
っ
た
写
真
ま
で
、

あ
な
た
が
見
つ
け
た
箱
根
ジ

オ
Ǽ
ー
ǚ
「
な
ら
で
は
」
を

感
じ
る
作
品
を
お

ち
し
て

い
ま
す
。
ॉ
さ
ん
ᇇ
っ
て
ご

応
ᇻ
く
ƕ
さ
い
j

½
ࣤ
ᇻ
ৼ


　
፭
Ꭼ
６
年
į
ଈ
22
႘
㎤
〜

　
፭
Ꭼ
Į
年
１
ଈ
10
႘
㎥

½
ᆪ


㌷
地

f
地
ಱ(

ジ
オ)

ᆪ


ᾈ
動
ᆾ
f
ඬ
ᆾ(

エ
Ǟ)

ᆪ


ᾉ

ౝ
f
ᇌ
ँ(

ǽ
ト)

ᆪ


½
२
ඊ
ヱ

㌷
最
ዓ

賞
　
１
点
　
　
　

㌸
ዓ

賞
　
२
ᆪ

１
点
　

ᾉ
ၟ
ᇠ
賞
　
２
点
　
　
　
　

ᾊ
エ
リ
ア
賞

२
エ
リ
ア
１
点

※

㌷
〜
㌺
は(

賞
ඡ
f
ᆱ
賞)

ᾋ
आ
作
　
15
点
(
ᆱ
賞
)

½
ࣤ
ᇻ
ሑ
ሓ

　
応
ᇻ
Ȁ
⻛
ー
ム
か
ら
ᅢ
要

　
事
ஶ
を
入
力
し
、
ご
応
ᇻ

　
く
ƕ
さ
い
。

½

௹

　
箱
根
ジ
オ
Ǽ
ー
ǚ
෮
ු


　
ਢ
会
(※

)

※

箱
根
ジ
オ
Ǽ
ー
ǚ
エ
リ
ア

(
箱
根
町
、
൚
ဂ
ମ
౦
、
真

　
鶴
町
、
ူ
ओ
ମ
町
、
ႊ
໑

　
ᇕ
౦
)
お
よ
ƨ
්
ၼ
川
ଡ

　
と
地
ࡰ
ഉ
ኁ
、
事

ೄ
な

　
ど
で
ஓ
成
さ
れ
、
႘
本
ジ

　
オ
Ǽ
ー
ǚ
に
Ⴁ
定
さ
れ
た

「
箱
根
ジ
オ
Ǽ
ー
ǚ
」
の
ࡥ

　
ಏ
、
ᄇ
展
に
୶
け
、
さ
ま

　
Ƌ
ま
な
ঊ
動
を
ப
っ
て
い

　
ま
す
。

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
ଡ
ฦ
地
ࡰ
ଡ
政
ຳ
合
Ǧ
ン

　
Ǫ
ー



୯
ड

ɨ
０
ī
６
Ĭ
f
32
f
į
İ
０
į

　
ᇓ
成
28
年
Į
ଈ
26
႘
に
ଡ

立
ඏ
が
い
ೄ
౫
࣍
౮
็
「
ྥ

ਵ

や
ま
ƻ
り
ࣆ
」
で
ᄇ
生

し
た
事
ଉ
を

け
、
ଡ
と
ଡ

ਢ
会
は
「
と
も
に
生
き
る
ೂ

会
か
な
が
わ
କ
ൻ
」
を
ప
定

し
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
କ
ൻ
を
ໞ
重

し
、


を
ಘ
す
ࡡ
に
Ǽ
Ǹ

Ȗ
展
を
्
௹
し
ま
す
。

½
ৼ


İ
ଈ
26
႘
㎤
〜
10
ଈ
１
႘
㎢

(
ග
ሇ
Ǧ
ン
Ǫ
ー
真
鶴
の
ᇘ

　
館
႘
を
ൊ
く
)

½

സ

　
ග
ሇ
Ǧ
ン
Ǫ
ー
真
鶴

２
ॎ

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

政
ప
෮
ු
ड
ɨ
ၾ

３
１
３

፭
Ꭼ
６
年
İ
ଈ
30
႘
を

も
っ
て
ዂ

ၾ
の
「
౪
定
ઞ

ዩ
機

Ⴣ
出
所
」
を


し

10
ଈ
１
႘
よ
り
ዂ

ၾ
に
お

け
る
町
の
୰
ઞ


い
は
会

計
ड
ັ
୵
で
ப
い
ま
す
。

　
な
お
、
౪
定
ઞ
ዩ
機

は

ࢂ
き
続
き
さ
が
み
ම
用
ઞ
ୃ

が
ப
い
ま
す
。

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
会
計
ड
ɨ
ၾ

２
１
１

　
　½

ᇻ
ആ
ධ

　
᎕
ኃ
作

員

(
会
計
年
ဗ
႞
用
ධ
員
)

½

ኃ
ၾ
ዴ

　
୰
ઞ
့
の
೭
Ⴖ
お
よ
ƨ

　
会
計
事
ኃ

½
ઌ
ኃ
႘

ഃ
２
〜
３
႘
࿘
ဗ

½
ઌ
ኃ
ಐ


　
İ
時
〜
16
時
ま
で(

ᇓ
႘)

½
ం
ዿ
ያ
࿊



２

࿘
ဗ

½
႞
ዿ
ያ
࿊
ৼ


　
፭
Ꭼ
６
年
10
ଈ
１
႘
〜

　
፭
Ꭼ
Į
年
３
ଈ
31
႘

½
ሇ
അ
　
時

１
１
Ĭ
Ĭ
ࣅ

½


ヅᆵ
ጦ
୴
ภ

　
୪
通
ᅉ
ኅ
、
ೂ
会
ᇱ

加

　
入
ኅ
、
車
通
ઌ
ᆊ
ई

½
ࣤ
ᇻ
ಃ
६

　
町
ၾ
ま
た
は
近
፥
౦
町
に

　
ఓ
ഉ
の
ሑ

½


ሑ
ሓ

　
İ
ଈ
17
႘
㎢
ま
で
に
、
ጨ

　

書
を
会
計
ड
ƭ
提
出

½

ண
ሑ
ሓ

　
書
፬

ண
お
よ
ƨ
面
ไ

½
ኜ
ไ
႘
　
İ
ଈ
20
႘
㎥

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
会
計
ड
ɨ
ၾ

２
１
１

　
ၢ
౨
ऌ
の
ሑ
よ
り
、
現
ఓ

の

ど
も
༥
と
ቴ

の

ど

も
༥
の
学

ੱ
ࡱ
の
た
め
に
、

ຳ
ॽ
ī
๑
ቮ
ࣅ
の
ご
৳
ᆣ
を

い
た
ƕ
き
ま
し
た
。

　
ご
୴

に
ሇ
い
る
Ʈ
く
、

大
โ
に
ঊ
用
さ
Ɛ
て
い
た
ƕ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
Ƌ

い
ま
し
た
。

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
ੱ
ࡱ
ड
ɨ
ၾ

ī
３
ī

　
්
ၼ
川
ଡ
で
は
、
ဒ
౦
計

画
の
目
ᅮ
な
ど
の
ৰ
本
ሑ


を
ಘ
し
た
「
ဒ
౦
計
画
ત
ࡰ

の
ธ
ᅏ
、
्
ᄇ
ਸ
ƨ
ᇱ
全
の

ሑ

」
の
ᇥ
ஏ
の
ຍ
ࡎ
を


り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

の
と
お
り
ଡ
ຍ
ࡎ
の
ࣂ

覧
が
で
き
ま
す
の
で
、
୰
ྐ

会
で
୰
ഠ
を
৵
ሰ
す
る
ሑ
は
、

期

ま
で
に
お

し
出
く
ƕ

さ
い
。
(
୰
ഠ

出
は
町
の

み
で

ᆋ
)
な
お
、
୰
ഠ
の


し
出
が
な
い

合
は
、
୰

ྐ
会
を
中

し
ま
す
。

½
ࣂ
ጥ
ヅ୰
ഠ

ഞ
ৼ


　
İ
ଈ
６
႘
㎥
〜
27
႘
㎥

½
୰
ഠ

ഞ
⼵

ᆋ

സ

　
真
鶴
町
ዂ

２
ॎ

　
ま
ち
づ
く
り
ड

½
୰
ྐ
व
႘
࿘
ヅ

സ

11
ଈ
22
႘
㎥

19
時
〜
21
時

　
ူ
ओ
ମ
町
ሻ
ఆ
Ǟ
Ȋ
⻞
Ƕ

　
Ǳ
⻘
Ǧ
ン
Ǫ
ー
２
０
Ĭ

　
f
２
０
６
会
ਢ
ಬ

½
୰
ഠ

ヱ
10

࿘
ဗ

½
ࣂ
ጥ

സ

f
ଡ
ဒ
౦
計
画
ड
　

ɨ
０
ī
Ĭ
f
２
１
０
f
６
１
Į
Ĭ

f
真
鶴
町
ま
ち
づ
く
り
ड
　

ɨ
０
ī
６
Ĭ
f
68
f
１
１
３
１

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

　
ま
ち
づ
く
り
ड

　
ɨ
ၾ

３
ī
ī

　
マ
イ
ǵ
ン
バ
ー
ǖ
ー
Ǵ
と

ଌ
அ
ᇱ

ආ
を
ᅩ
ᆋ
け
た

「
マ
イ
ǵ
ᇱ

ආ
」
に
つ
い

て
、
ග
ሇ
の
ฝ
॰
ต
を
༶
ᇱ

し
、
す
Ʈ
て
の
ሑ
に
ࡊ
心
し

て
マ
イ
ǵ
ᇱ

ආ
を
ጦ
用
し

て
い
た
ƕ
け
る
よ
う
に
、


ፑ
ᇱ

ೄ
が
Ⴞ
࠶
し
て
い
る

加
入
ೄ
ග
ሇ
(
଼

ᄮ
号
の

ऀ
ī
૿
を
含
Ƶ
)
を
ዧ
ຽ
し

ま
す
。

　
ே
ኁ
ଌ
அ
ᇱ

加
入
ೄ
の

ሑ
に
は
İ
ଈ
中
に
ዧ
ຽ
い
た

し
ま
す
。
通
ཐ
が
ၫ
い
た
ら
、


ఐ
ၾ
ዴ
に
間

い
が
な
い

か
॰
Ⴁ
を
お
৪
い
し
ま
す
。

À
ኴ
⼋

⽖
⼢

ଌ
அ
ྙ
೧
ड
ɨ
ၾ

２
２
Ĭ

½
⽥
⽡
⽷
ະ
ཎ
ヅ
ଙ
௮

　
İ
ଈ
18
႘
㎣

　
İ
時
〜
11
時

½


⾆
⾇
⼇
ဎ
Ꭹ

10
ଈ
１
႘
㎢
　
11
時

ᆋ

½

౧
⼲
⽏
⽒
ย
්
ᇱ
ଌ

ᆵ

ະ
ཎ　
　

　
　
　
　
　      

　
İ
ଈ
12
႘
㎤
、
17
႘
㎢
、

24
႘
㎢
、
10
ଈ
İ
႘
㎣
　

13
時
30
ᇀ
〜
16
時
30
ᇀ

½

౧
⼲
⽏
⽒
Ⴁ
ཐ
൵
ະ
ཎ

　
İ
ଈ
25
႘
㎣

13
時
30
ᇀ
〜
16
時
30
ᇀ

½
ፑ
ࡱ
ಇ
ऎ
ະ
ཎ

　
İ
ଈ
26
႘
㎤

　
İ
時
〜
15
時
30
ᇀ

※

前
႘
ま
で
に
ဃ
Ꭽ

込
。

(


Ǵ
ǵ
ー
ဎ
Ꭹ
は
前
႘

　
の
16
時
ま
で
)

À

⼞

⽆
ヅኴ
⼋

⽖
⼢

൚
ဂ
ମ
ᇱ
ଌ
ᆵ

事
ኃ
所

ɨ
０
ī
６
Ĭ
f
32
f
į
０
０
０

f
ፑ
ࡱ
ಇ
ऎ
ະ
ཎ

(
ၾ

３
２
３
į)

f
そ
の

の
ະ
ཎ
と
ଙ
௮

(
ၾ

３
２
ī
į
)

൚
ဂ
ମ
ᇱ
ଌ
ᆵ

ಈ
ኃ
സ

⼵
ະ
ཎ
⼯
ଙ
௮

ミ
⼯
⽉
⼲
ภ
⼔
⽒
ೂ
व
⼒
⼱

⼓
⽖
ム
⾎
⾊
⾨

⽙
्
௹

व
૱
Ⴉ
ဗ
႞
ዿ
ධ
ࡿ
⽙

ᇻ
ആ
⼞
⽅
⼠

ዂ

ၾ
⼲
⼉
⽒
౪
࿊
ઞ
ዩ



Ⴣ
ഞ
സ
⼵
ᇘ
௳
⼲
⼫
⼋
⼭
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Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ａ
Ｉ
Ｄ
　
真
鶴

「
ユ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」　

第
７
回
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
中
！

線
引
き
見
直
し
に
お
け
る

都
市
計
画
の
素
案
閲
覧
及
び

公
聴
会
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
の
方
へ
加
入
者

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

マ
ナ
真
鶴 

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
夕
べ

ご
寄
附
の
お
礼

コンテスト

サイトは

こちら↓

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

連

　載

〜
海
と
森
に
育
ま
れ
た
僕
た

ち
の
心
を
歌
い
た
い
〜

　
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ａ
Ｉ
Ｄ 

真

鶴

２

０

２

４

チ

ャ

リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
音
楽
芸
術
を
通
じ
て
自
然

環
境
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
「
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
始
め
た
コ

ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
　
　

◇
日
時
　
９
月
22
日
㈰

　
13
時
〜
19
時
30
分

◇
会
場
　
お
林
展
望
公
園

(
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合

　
は
町
民
セ
ン
タ
ー
)

◇
主
催
　
Ｇ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ａ
ｉ
ｄ

  

真
鶴
実
行
委
員
会

◇
内
容

　
趣
旨
に
賛
同
す
る
さ
ま
ざ

　
ま
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

　
ち
が
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

　
素
敵
な
演
奏
を
聴
か
せ
て

　
く
れ
ま
す
。

　
当
日
会
場
で
は
、
真
鶴
の

　
お
林
を
守
る
た
め
の
「
お

　
林
保
全
基
金
」
へ
の
募
金

　
を
行
い
ま
す
の
で
、
演
奏

　
を
聴
い
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、

　
ぜ
ひ
募
金
に
ご
協
力
を
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１

　
自
然
豊
か
な
真
鶴
を
舞
台

に
、
神
に
捧
げ
る
伝
統
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

精
霊
と
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
心
と
体
で
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
？

◇
日
時
　
９
月
28
日
㈯

　
12
時
〜
18
時
30
分

◇
会
場
　
お
林
展
望
公
園

(
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
)

◇
主
催

　
真
鶴
町
商
工
会
青
年
部

◇
内
容

　
18
団
体
に
よ
る
フ
ラ
発
表
、

　
商
工
会
青
年
部
員
に
よ
る

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ロ
コ
モ
コ

　
等
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ー
ド

　
や
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
等
の
雑

　
貨
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
商
工
会

☎
０
４
６
５
・
68
・
０
０
３
３

　
渾
身
の
力
作
か
ら
気
軽
に

ス
マ
ホ
で
撮
っ
た
写
真
ま
で
、

あ
な
た
が
見
つ
け
た
箱
根
ジ

オ
パ
ー
ク
「
な
ら
で
は
」
を

感
じ
る
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
！

◇
応
募
期
間

　
令
和
６
年
８
月
22
日
㈭
〜

　
令
和
７
年
１
月
10
日
㈮

◇
部
門

⑴
地
形
・
地
質(

ジ
オ)

部
門

⑵
動
物
・
植
物(

エ
コ)

部
門

⑶
歴
史
・
文
化(

ヒ
ト)

部
門

◇
各
賞
　

⑴
最
優
秀
賞
　
１
点
　
　
　

⑵
優
秀
賞
　
各
部
門
１
点
　

⑶
特
別
賞
　
２
点
　
　
　
　

⑷
エ
リ
ア
賞 

各
エ
リ
ア
１
点

※

⑴
〜
⑷
は(

賞
状
・
副
賞)

⑸
佳
作
　
15
点
(
副
賞
)

◇
応
募
方
法

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要

　
事
項
を
入
力
し
、
ご
応
募

　
く
だ
さ
い
。

◇
主
催
　

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

　
議
会
(※

)

※

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア

(
箱
根
町
、
小
田
原
市
、
真

　
鶴
町
、
湯
河
原
町
、
南
足

　
柄
市
)
お
よ
び
神
奈
川
県

　
と
地
域
住
民
、
事
業
者
な

　
ど
で
構
成
さ
れ
、
日
本
ジ

　
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
維

　
持
、
発
展
に
向
け
、
さ
ま

　
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

　
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

　
タ
ー
商
工
観
光
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
８

　
平
成
28
年
７
月
26
日
に
県

立
障
が
い
者
支
援
施
設
「
津

久
井
や
ま
ゆ
り
園
」
で
発
生

し
た
事
件
を
受
け
、
県
と
県

議
会
は
「
と
も
に
生
き
る
社

会
か
な
が
わ
憲
章
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
憲
章
を
尊
重

し
、
賛
意
を
示
す
為
に
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

◇
期
間

　
９
月
26
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈫

(
情
報
セ
ン
タ
ー
真
鶴
の
閉

　
館
日
を
除
く
)

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
真
鶴 

２
階

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
令
和
６
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
役
場
内
の
「
指
定
金

融
機
関
派
出
所
」
を
廃
止
し

10
月
１
日
よ
り
役
場
内
に
お

け
る
町
の
公
金
取
扱
い
は
会

計
課
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
指
定
金
融
機
関
は

引
き
続
き
さ
が
み
信
用
金
庫

が
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
会
計
課
☎
内
線
２
１
１

　
　◇

募
集
職
種
　
労
務
作
業
員

(
会
計
年
度
任
用
職
員
)

◇
業
務
内
容
　

　
公
金
等
の
収
納
お
よ
び

　
会
計
事
務

◇
勤
務
日 

週
２
〜
３
日
程
度

◇
勤
務
時
間

　
９
時
〜
16
時
ま
で(

平
日)

◇
採
用
予
定
人
数 

２
名
程
度

◇
任
用
予
定
期
間

　
令
和
６
年
10
月
１
日
〜

　
令
和
７
年
３
月
31
日

◇
報
酬
　
時
給
１
１
５
５
円

◇
待
遇
・福
利
厚
生
　

　
交
通
費
無
、
社
会
保
険
加

　
入
無
、
車
通
勤
不
可

◇
応
募
資
格

　
町
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に

　
在
住
の
方

◇
申
込
方
法

　
９
月
17
日
㈫
ま
で
に
、
履

　
歴
書
を
会
計
課
へ
提
出

◇
選
考
方
法

　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

◇
面
接
日
　
９
月
20
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　
会
計
課
☎
内
線
２
１
１

　
篤
志
家
の
方
よ
り
、
現
在

の
子
ど
も
達
と
未
来
の
子
ど

も
達
の
学
校
教
育
の
た
め
に
、

総
額
４
千
万
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
報
い
る
べ
く
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４　

　
神
奈
川
県
で
は
、
都
市
計

画
の
目
標
な
ど
の
基
本
方
針

を
示
し
た
「
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
」
の
変
更
の
素
案
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
県
素
案
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
の
で
、
公
聴

会
で
公
述
を
希
望
す
る
方
は
、

期
限
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
(
公
述
申
出
は
町
の

み
で
受
付
)
な
お
、
公
述
の

申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
公

聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

◇
閲
覧
・公
述
申
出
期
間

　
９
月
６
日
㈮
〜
27
日
㈮

◇
公
述
申
出
の
受
付
場
所

　
真
鶴
町
役
場
２
階 

　
ま
ち
づ
く
り
課

◇
公
聴
会
日
程
・
場
所

　
11
月
22
日
㈮

　
19
時
〜
21
時

　
湯
河
原
町
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
０
５

　
・
２
０
６
会
議
室

◇
公
述
人
　
10
人
程
度

◇
閲
覧
場
所

・
県
都
市
計
画
課
　

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
６
１
７
５

・
真
鶴
町
ま
ち
づ
く
り
課
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
１
１
３
１

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
３
４
４

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
を
紐
付
け
た

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
つ
い

て
、
情
報
の
正
確
性
を
担
保

し
、
す
べ
て
の
方
に
安
心
し

て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
医

療
保
険
者
が
把
握
し
て
い
る

加
入
者
情
報
(
個
人
番
号
の

下
４
桁
を
含
む
)
を
郵
送
し

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

方
に
は
９
月
中
に
郵
送
い
た

し
ま
す
。
通
知
が
届
い
た
ら
、

記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い

か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
５

◇
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

　
９
月
18
日
㈬ 

　
９
時
〜
11
時

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
10
月
１
日
㈫
　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

 

福
祉
相
談　
　

　
　
　
　
　      

　
９
月
12
日
㈭
、
17
日
㈫
、

　
24
日
㈫
、
10
月
９
日
㈬
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
９
月
25
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
９
月
26
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

※

前
日
ま
で
に
電
話
申
込
。

(
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
前
日

　
の
16
時
ま
で
)

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８)

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

「と
も
に
生
き
る
社
会
か
な

が
わ
」パ
ネ
ル
展
を
開
催

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

役
場
内
に
あ
る
指
定
金
融
機
関

派
出
所
の
閉
鎖
に
つ
い
て
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連

　載

     

町
立
湯
河
原
美
術
館

       

特
別
展
の
お
知
ら
せ

   ◇
展
覧
会
名
　

　
町
立
湯
河
原
美
術
館
特
別
展

「
髙
良
眞
木 

ま
な
ざ
し
の
奥
に
」

◇
会
期

　
９
月
27
日
㈮
〜
12
月
16
日
㈪

(

前
期)

９
月
27
日
〜
11
月
５
日  

(

後
期)

11
月
７
日
〜
12
月
16
日

※

作
品
保
護
の
た
め
、
前
期
と

　
後
期
で
一
部
展
示
替
え
あ
り

◇
展
示
内
容
　

　
真
鶴
で
人
知
れ
ず
絵
を
描
い

　
て
い
た
髙
良
眞
木(

こ
う
ら

　
ま
き 

１
９
３
０-

２
０
１
１)

。

　
自
ら
の
眼
と
信
念
を
も
っ
て

　
こ
の
世
界
を
み
つ
め
、
自
然

　
と
人
々
と
社
会
と
の
共
生
を

　
目
指
し
て
生
き
た
画
家
で
し

　
た
。
平
塚
市
美
術
館
の
所
蔵  

　
作
品
ほ
か
、
ス
ケ
ッ
チ
や
挿

　
絵
原
画
な
ど
も
あ
わ
せ
て
約

　
１
２
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
関
連
講
演
会
　

「
髙
良
眞
木
の
人
と
作
品
に
つ

　
い
て
」

◇
日
時
　
10
月
６
日
㈰

　
13
時
30
分
〜
15
時

◇
講
師
　
土
方 

明
司 

氏

(
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
長
・

　
武
蔵
野
美
術
大
学
客
員
教
授
)

◇
会
場
　
美
術
館
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

◇
定
員
　
50
名
程
度

(
先
着
順
、
要
申
込
)

◇
参
加
費
　
無
料(

要
観
覧
券)

■
問
い
合
わ
せ

　
町
立
湯
河
原
美
術
館

☎
０
４
６
５
・
63
・
７
７
８
８

第
13
回
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

◇
開
催
日
時　

９
月
26
日
㈭

　
８
時
か
ら
受
付

　
９
時
か
ら
競
技
開
始

◇
会
場　

お
林
展
望
公
園

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◇
定
員　

64
名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◇
参
加
資
格　

　

真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ

　
ブ
会
員
お
よ
び
18
歳
以
上
の

　
真
鶴
町
民
の
方

◇
申
込
期
間

　

８
月
22
日
㈭
〜
９
月
19
日
㈭

◇
申
込
方
法　

お
林
展
望
公
園

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
受
付
に
あ

　
る
参
加
申
込
書
を
提
出

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円

※

９
月
20
日
㈮
以
降
の
キ
ャ
ン

　
セ
ル
は
、
参
加
費
の
返
金
が

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

　
だ
さ
い
。
　

■
問
い
合
わ
せ　

　

真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
森
本 

博
美

☎
０
９
０
・
６
１
７
４
・
３
４
６
３

真
鶴
歌
声
の
会 

10
月

　　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏

で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元

気
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
10
月
10
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

(
受
付
９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　

　
情
報
セ
ン
タ
ー 

１
階
　

　
映
像
ホ
ー
ル

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制

　
お
電
話
で
真
鶴
歌
声
の
会
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７ 

　
ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で

メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や
さ

し
い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　９
月
15
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

<
月
１
回 

毎
月
第
３
日
曜
日
>

◇
場
所
　
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
１
階
　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象

　

 

小
さ
な
子
ど
も
か
ら

　
シ
ニ
ア
ま
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

◇
そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ピ

　
ア
ニ
ス
ト
募
集
中
。

(
交
通
費
支
給
)

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

　gute_0323@yahoo.co.jp

第
17
回 

倫
彩
会
展

◇
日
時
　
10
月
２
日
㈬
〜
６
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
17
時

◇
会
場
　
情
報
セ
ン
タ
ー 

１
階

◇
内
容  

会
員
８
名
の
水
彩
画
展

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
４
６
５
・
68
・
３
３
８
７

　
久
保
田
ま
で

第
21
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

◇
テ
ー
マ

「
空
き
家
活
用
に
欠
か
せ
な
い
、

　
お
金
の
集
め
方
」

　
空
き
家
を
活
用
し
た
い
！
と

思
っ
た
と
き
に
立
ち
は
だ
か
る

最
大
の
壁
、
お
金
の
話
。
湘
南

エ
リ
ア
で
「
共
感
投
資
フ
ァ
ン

ド
」
の
仕
組
み
を
使
っ
て
古
民

家
を
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
や
宿

泊
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

事
例
を
中
心
に
、
お
金
の
流
れ

を
学
び
ま
す
。
共
感
や
応
援
か

ら
投
資
へ
、
空
き
家
を
収
益
化

す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
９
月
28
日
㈯

　
10
時
〜
12
時

◇
場
所 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

◇
協
力
　
福
田
　
和
則
さ
ん

(
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー

　
ク
ス
代
表
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・

　
２
６
３
１
・

　
９
４
１
８
(
藤
井
)
　

インスタグラム

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年９月号 広報真鶴　2024年９月号

９
月
９
日
は
「救
急
の
日
」救
急

車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　
救
急
医
療
及
び
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
救

急
車
の
正
し
い
利
用
方
法
と

応
急
処
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
救
急
車
は
数
が
限
ら
れ
て 

い
る
た
め
、
症
状
に
緊
急
性

が
な
く
「
交
通
手
段
が
な

い
」
「
便
利
だ
か
ら
」
な
ど

の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ
と
、

一
分
一
秒
を
争
う
重
症
者
へ

の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※

救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に

　
迷
っ
た
時
や
、
休
日
・
夜

　
間
の
当
番
病
院
な
ど
の
問

　
い
合
わ
せ
は
消
防
署

(
☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
１

　
９
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

救
急
車
を
呼
ぶ
時

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
に

電
話
を
す
れ
ば
、
消
防
署
に

つ
な
が
り
ま
す
。
落
ち
着
い

て
次
の
こ
と
を
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
１
９
番
に
送

　
信
し
て
い
た
だ
く
と
消
防

　
署
で
受
信
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

※

「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通

　
報
シ
ス
テ
ム
」
に
登
録
す

　
る
こ
と
で
メ
ー
ル
で
の
１

　
１
９
番
通
報
も
可
能
で
す
。

※

「
Ｎ
ｅ
ｔ

　
１
１
９
緊

　
急
通
報
シ

　
ス
テ
ム
」

　
は
聴
覚
や

　
発
話
等
の

　
障
が
い
に
よ
り
音
声
で
の

　
緊
急
通
報
が
困
難
な
方
の

　
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
登
録
に
つ
い
て
は
湯
河
原

　
町
消
防
本
部
(
土
肥
１-

　
５-

22)

ま
で
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
警
防
救
急
係

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

 

豪
雨
等
風
水
害
に
よ
り
停
止

 

し
た
電
力
の
復
旧
時
に

 

ご
注
意
を
！

　
通
電
火
災
の
怖
さ
は
、
再

通
電
時
に
出
火
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
場
所
が
無
人
で
あ

る
と
発
見
、
初
期
消
火
が
遅

れ
、
火
災
が
拡
大
し
て
し
ま

い
ま
す
。

 

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は

①
停
電
中
は
電
気
機
器
の
ス

　
イ
ッ
チ
を
切
る
と
と
も
に
、

　
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン

　
ト
か
ら
抜
く
。

②
停
電
中
に
自
宅
を
離
れ
る

　
際
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

　
す
。

③
再
通
電
時
に
は
、
漏
水
な

　
ど
で
電
気
機
器
が
壊
れ
て

　
い
な
い
か
を
確
認
し
、
燃

　
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に

　
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て

　
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
予
防
係

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

　
全
国
各
地
で
、
「
日
本
年

金
機
構
」
や
「
厚
生
労
働

省
」
の
職
員
と
称
し
て
、
現

金
を
詐
取
し
た
り
、
銀
行
口

座
番
号
や
家
族
構
成
、
預
貯

金
額
を
聞
い
た
り
す
る
な
ど

の
不
審
な
電
話
や
訪
問
が

あ
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
送
会

社
を
名
乗
り
、
〝
年
金
関
係

の
書
類
〟
を
配
達
で
き
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
職
業
や
会

社
名
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

電
話
が
あ
っ
た
と
の
お
問
い

合
わ
せ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
日
本
年
金
機
構
職
員
及
び

委
託
事
業
者
が
訪
問
す
る
際

は
、
必
ず
顔
写
真
付
身
分
証

明
書
を
携
行
し
、
お
客
様
に

提
示
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

委
託
事
業
者
の
訪
問
員
が
現

金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
１
人
で
対
応
せ

ず
、
相
手
の
名
前
や
所
属
、

用
件
を
聞
い
て
、
メ
モ
に
控

え
、
家
族
等
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
少
し
で
も
怪
し
い

と
感
じ
た
ら
、
口
座
番
号
等

の
個
人
情
報
を
話
し
た
り
、

現
金
を
支
払
っ
た
り
、
振
り

込
み
を
し
た
り
せ
ず
に
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は

警
察
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

(
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
)

通
電
火
災
に

注
意
し
て
下
さ
い
！

①
電
話
が
通
じ
た
ら
、

   

「
火
事
」

　と
「
救
急
」の
区
別

②
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と

   

そ
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど

③
事
故
や
病
気
の
内
容

④
傷
病
者
の
人
数
、
年
齢
、

   
性
別

⑤
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
、

　

 

か
か
り
つ
け
の
病
院

日
本
年
金
機
構
職
員
等
を

装
っ
た
不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！



1819

連

　載

     

町
立
湯
河
原
美
術
館

       

特
別
展
の
お
知
ら
せ

   ◇
展
覧
会
名
　

　
町
立
湯
河
原
美
術
館
特
別
展

「
髙
良
眞
木 
ま
な
ざ
し
の
奥
に
」

◇
会
期

　
９
月
27
日
㈮
〜
12
月
16
日
㈪

(

前
期)

９
月
27
日
〜
11
月
５
日  

(

後
期)

11
月
７
日
〜
12
月
16
日

※

作
品
保
護
の
た
め
、
前
期
と

　
後
期
で
一
部
展
示
替
え
あ
り

◇
展
示
内
容
　

　
真
鶴
で
人
知
れ
ず
絵
を
描
い

　
て
い
た
髙
良
眞
木(

こ
う
ら

　
ま
き 

１
９
３
０-

２
０
１
１)

。

　
自
ら
の
眼
と
信
念
を
も
っ
て

　
こ
の
世
界
を
み
つ
め
、
自
然

　
と
人
々
と
社
会
と
の
共
生
を

　
目
指
し
て
生
き
た
画
家
で
し

　
た
。
平
塚
市
美
術
館
の
所
蔵  

　
作
品
ほ
か
、
ス
ケ
ッ
チ
や
挿

　
絵
原
画
な
ど
も
あ
わ
せ
て
約

　
１
２
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
関
連
講
演
会
　

「
髙
良
眞
木
の
人
と
作
品
に
つ

　
い
て
」

◇
日
時
　
10
月
６
日
㈰

　
13
時
30
分
〜
15
時

◇
講
師
　
土
方 

明
司 

氏

(
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
長
・

　
武
蔵
野
美
術
大
学
客
員
教
授
)

◇
会
場
　
美
術
館
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

◇
定
員
　
50
名
程
度

(
先
着
順
、
要
申
込
)

◇
参
加
費
　
無
料(

要
観
覧
券)

■
問
い
合
わ
せ

　
町
立
湯
河
原
美
術
館

☎
０
４
６
５
・
63
・
７
７
８
８

第
13
回
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

◇
開
催
日
時　

９
月
26
日
㈭

　
８
時
か
ら
受
付

　
９
時
か
ら
競
技
開
始

◇
会
場　

お
林
展
望
公
園

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◇
定
員　

64
名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◇
参
加
資
格　

　

真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ

　
ブ
会
員
お
よ
び
18
歳
以
上
の

　
真
鶴
町
民
の
方

◇
申
込
期
間

　

８
月
22
日
㈭
〜
９
月
19
日
㈭

◇
申
込
方
法　

お
林
展
望
公
園

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
受
付
に
あ

　
る
参
加
申
込
書
を
提
出

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円

※

９
月
20
日
㈮
以
降
の
キ
ャ
ン

　
セ
ル
は
、
参
加
費
の
返
金
が

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

　
だ
さ
い
。
　

■
問
い
合
わ
せ　

　

真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
森
本 

博
美

☎
０
９
０
・
６
１
７
４
・
３
４
６
３

真
鶴
歌
声
の
会 

10
月

　　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏

で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元

気
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
10
月
10
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

(
受
付
９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　

　
情
報
セ
ン
タ
ー 

１
階
　

　
映
像
ホ
ー
ル

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制

　
お
電
話
で
真
鶴
歌
声
の
会
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７ 

　
ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で

メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や
さ

し
い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　９
月
15
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

<
月
１
回 

毎
月
第
３
日
曜
日
>

◇
場
所
　
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
１
階
　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象

　

 

小
さ
な
子
ど
も
か
ら

　
シ
ニ
ア
ま
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

◇
そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ピ

　
ア
ニ
ス
ト
募
集
中
。

(
交
通
費
支
給
)

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

　gute_0323@yahoo.co.jp

第
17
回 

倫
彩
会
展

◇
日
時
　
10
月
２
日
㈬
〜
６
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
17
時

◇
会
場
　
情
報
セ
ン
タ
ー 

１
階

◇
内
容  

会
員
８
名
の
水
彩
画
展

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
４
６
５
・
68
・
３
３
８
７

　
久
保
田
ま
で

第
21
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

◇
テ
ー
マ

「
空
き
家
活
用
に
欠
か
せ
な
い
、

　
お
金
の
集
め
方
」

　
空
き
家
を
活
用
し
た
い
！
と

思
っ
た
と
き
に
立
ち
は
だ
か
る

最
大
の
壁
、
お
金
の
話
。
湘
南

エ
リ
ア
で
「
共
感
投
資
フ
ァ
ン

ド
」
の
仕
組
み
を
使
っ
て
古
民

家
を
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
や
宿

泊
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

事
例
を
中
心
に
、
お
金
の
流
れ

を
学
び
ま
す
。
共
感
や
応
援
か

ら
投
資
へ
、
空
き
家
を
収
益
化

す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
９
月
28
日
㈯

　
10
時
〜
12
時

◇
場
所 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

◇
協
力
　
福
田
　
和
則
さ
ん

(
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー

　
ク
ス
代
表
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・

　
２
６
３
１
・

　
９
４
１
８
(
藤
井
)
　

インスタグラム
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９
月
９
日
は
「救
急
の
日
」救
急

車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　
救
急
医
療
及
び
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
救

急
車
の
正
し
い
利
用
方
法
と

応
急
処
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
救
急
車
は
数
が
限
ら
れ
て 

い
る
た
め
、
症
状
に
緊
急
性

が
な
く
「
交
通
手
段
が
な

い
」
「
便
利
だ
か
ら
」
な
ど

の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ
と
、

一
分
一
秒
を
争
う
重
症
者
へ

の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※

救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に

　
迷
っ
た
時
や
、
休
日
・
夜

　
間
の
当
番
病
院
な
ど
の
問

　
い
合
わ
せ
は
消
防
署

(
☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
１

　
９
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

救
急
車
を
呼
ぶ
時

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
に

電
話
を
す
れ
ば
、
消
防
署
に

つ
な
が
り
ま
す
。
落
ち
着
い

て
次
の
こ
と
を
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
１
９
番
に
送

　
信
し
て
い
た
だ
く
と
消
防

　
署
で
受
信
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

※

「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通

　
報
シ
ス
テ
ム
」
に
登
録
す

　
る
こ
と
で
メ
ー
ル
で
の
１

　
１
９
番
通
報
も
可
能
で
す
。

※

「
Ｎ
ｅ
ｔ

　
１
１
９
緊

　
急
通
報
シ

　
ス
テ
ム
」

　
は
聴
覚
や

　
発
話
等
の

　
障
が
い
に
よ
り
音
声
で
の

　
緊
急
通
報
が
困
難
な
方
の

　
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
登
録
に
つ
い
て
は
湯
河
原

　
町
消
防
本
部
(
土
肥
１-

　
５-

22)

ま
で
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
警
防
救
急
係

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

 

豪
雨
等
風
水
害
に
よ
り
停
止

 

し
た
電
力
の
復
旧
時
に

 

ご
注
意
を
！

　
通
電
火
災
の
怖
さ
は
、
再

通
電
時
に
出
火
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
場
所
が
無
人
で
あ

る
と
発
見
、
初
期
消
火
が
遅

れ
、
火
災
が
拡
大
し
て
し
ま

い
ま
す
。

 

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は

①
停
電
中
は
電
気
機
器
の
ス

　
イ
ッ
チ
を
切
る
と
と
も
に
、

　
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン

　
ト
か
ら
抜
く
。

②
停
電
中
に
自
宅
を
離
れ
る

　
際
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

　
す
。

③
再
通
電
時
に
は
、
漏
水
な

　
ど
で
電
気
機
器
が
壊
れ
て

　
い
な
い
か
を
確
認
し
、
燃

　
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に

　
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て

　
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
予
防
係

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

　
全
国
各
地
で
、
「
日
本
年

金
機
構
」
や
「
厚
生
労
働

省
」
の
職
員
と
称
し
て
、
現

金
を
詐
取
し
た
り
、
銀
行
口

座
番
号
や
家
族
構
成
、
預
貯

金
額
を
聞
い
た
り
す
る
な
ど

の
不
審
な
電
話
や
訪
問
が

あ
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
送
会

社
を
名
乗
り
、
〝
年
金
関
係

の
書
類
〟
を
配
達
で
き
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
職
業
や
会

社
名
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

電
話
が
あ
っ
た
と
の
お
問
い

合
わ
せ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
日
本
年
金
機
構
職
員
及
び

委
託
事
業
者
が
訪
問
す
る
際

は
、
必
ず
顔
写
真
付
身
分
証

明
書
を
携
行
し
、
お
客
様
に

提
示
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

委
託
事
業
者
の
訪
問
員
が
現

金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
１
人
で
対
応
せ

ず
、
相
手
の
名
前
や
所
属
、

用
件
を
聞
い
て
、
メ
モ
に
控

え
、
家
族
等
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
少
し
で
も
怪
し
い

と
感
じ
た
ら
、
口
座
番
号
等

の
個
人
情
報
を
話
し
た
り
、

現
金
を
支
払
っ
た
り
、
振
り

込
み
を
し
た
り
せ
ず
に
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は

警
察
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

(
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
)

通
電
火
災
に

注
意
し
て
下
さ
い
！

①
電
話
が
通
じ
た
ら
、

   

「
火
事
」

　と
「
救
急
」の
区
別

②
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と

   

そ
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど

③
事
故
や
病
気
の
内
容

④
傷
病
者
の
人
数
、
年
齢
、

   

性
別

⑤
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
、

　

 

か
か
り
つ
け
の
病
院

日
本
年
金
機
構
職
員
等
を

装
っ
た
不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館

学
芸
員
の
蔵
本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政

<
駒
ヶ
岳
>
(
制
作
年
:1

9
8
2

年
、
油
彩
／

キ
ャ
ン
バ
ス
、
サ
イ
ズ
:130.3×

162.1cm

)
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
作
は
、
画
伯
が
89
歳
の
時
に
描
き
上
げ
た

１
０
０
号
の
大
作
で
す
。
画
面
全
体
に
油
絵
具

を
何
層
に
も
塗
り
重
ね
、
激
し
い
筆
致
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
油
絵
具
は
、
緑
と
茶
系
の
も
の

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
づ
い
て
見

て
み
る
と
、
白
や
オ
レ
ン
ジ
、
青
や
紫
な
ど
の

絵
の
具
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
茶
色
の
山
が
、
ま
る
で
呼
吸
を
し
、
脈
を

打
つ
か
の
よ
う
な
躍
動
感
を
も
っ
て
見
る
も
の

に
迫
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
１
０
０
号
の
<
駒
ヶ
岳
>
は
、
画
伯
が
生
涯

を
通
し
て
描
い
た
油
絵
の
中
で
最
も
大
き
な
サ

イ
ズ
の
作
品
で
す
。
画
伯
は
、
70
代
半
ば
に
箱

根
を
写
生
地
に
定
め
ま
す
。
真
鶴
の
ア
ト
リ
エ

か
ら
秘
書
の
運
転
す
る
車
で
箱
根
に
出
か
け
雄

大
な
大
自
然
の
中
で
制
作
に
打
ち
込
み
、
約
20

年
に
渡
り
<
駒
ヶ
岳
>
の
連
作
を
描
き
続
け
ま

し
た
。
20
号
か
ら
１
０
０
号
ま
で
約
40
点
の

<
駒
ヶ
岳
>
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
画
伯
自
身
が
手
応
え
を
感
じ
る
ま
で
筆
を
加

え
続
け
た
作
品
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
完
成
ま

で
に
２
〜
３
年
を
要
し
た
も
の
も
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
そ
の
中
で
も
本
作
は
<
駒
ヶ
岳
>
の

仕
事
の
終
盤
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
画
伯
の

風
景
画
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
も
最
晩
年
の
作
品

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
作
品
に
は
画
伯
が
追
究
し
た

「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」
(
自
身
の
心
の
感
動
や
躍

動
)
を
描
く
こ
と
が
体
現
さ
れ
て
お
り
、
90
歳

を
目
前
に
描
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
生

き
生
き
と
力
強
い
印
象
を
感
じ
ま
す
。

　
当
館
で
は
本
作
を
含
め
、
合
計
６
点
の

<
駒
ヶ
岳
>
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
<
駒
ヶ

岳
>
を
楽
し
み
に
当
館
に
お
越
し
に
な
る
お
客

様
も
多
い
こ
と
か
ら
、
作
品
を
入
れ
替
え
な
が

ら
年
間
を
通
し
て
<
駒
ヶ
岳
>
を
展
覧
し
、
鑑

賞
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
美
術
館
で
は
企
画
展
「
中
川
一
政
が
描

く
ー
具
象
の
美
ー
」
を
９
月
16
日
㈪
ま
で
開
催
し

て
お
り
、
展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
９
月
14
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

令和六年度

 貴船まつり

七
月
二
六
日
・
二
七
日
開
催

༠ຊ：┿㭯カメ䝷(ᯇᖹ┤அ）

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

☎
０
４
６
５
・
６
８

　
　
　
・
１
１
２
８
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こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館

学
芸
員
の
蔵
本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政

<
駒
ヶ
岳
>
(
制
作
年
:1

9
8
2

年
、
油
彩
／

キ
ャ
ン
バ
ス
、
サ
イ
ズ
:130.3×

162.1cm

)
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
作
は
、
画
伯
が
89
歳
の
時
に
描
き
上
げ
た

１
０
０
号
の
大
作
で
す
。
画
面
全
体
に
油
絵
具

を
何
層
に
も
塗
り
重
ね
、
激
し
い
筆
致
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
油
絵
具
は
、
緑
と
茶
系
の
も
の

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
づ
い
て
見

て
み
る
と
、
白
や
オ
レ
ン
ジ
、
青
や
紫
な
ど
の

絵
の
具
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
茶
色
の
山
が
、
ま
る
で
呼
吸
を
し
、
脈
を

打
つ
か
の
よ
う
な
躍
動
感
を
も
っ
て
見
る
も
の

に
迫
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
１
０
０
号
の
<
駒
ヶ
岳
>
は
、
画
伯
が
生
涯

を
通
し
て
描
い
た
油
絵
の
中
で
最
も
大
き
な
サ

イ
ズ
の
作
品
で
す
。
画
伯
は
、
70
代
半
ば
に
箱

根
を
写
生
地
に
定
め
ま
す
。
真
鶴
の
ア
ト
リ
エ

か
ら
秘
書
の
運
転
す
る
車
で
箱
根
に
出
か
け
雄

大
な
大
自
然
の
中
で
制
作
に
打
ち
込
み
、
約
20

年
に
渡
り
<
駒
ヶ
岳
>
の
連
作
を
描
き
続
け
ま

し
た
。
20
号
か
ら
１
０
０
号
ま
で
約
40
点
の

<
駒
ヶ
岳
>
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
画
伯
自
身
が
手
応
え
を
感
じ
る
ま
で
筆
を
加

え
続
け
た
作
品
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
完
成
ま

で
に
２
〜
３
年
を
要
し
た
も
の
も
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
そ
の
中
で
も
本
作
は
<
駒
ヶ
岳
>
の

仕
事
の
終
盤
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
画
伯
の

風
景
画
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
も
最
晩
年
の
作
品

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
作
品
に
は
画
伯
が
追
究
し
た

「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」
(
自
身
の
心
の
感
動
や
躍

動
)
を
描
く
こ
と
が
体
現
さ
れ
て
お
り
、
90
歳

を
目
前
に
描
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
生

き
生
き
と
力
強
い
印
象
を
感
じ
ま
す
。

　
当
館
で
は
本
作
を
含
め
、
合
計
６
点
の

<
駒
ヶ
岳
>
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
<
駒
ヶ

岳
>
を
楽
し
み
に
当
館
に
お
越
し
に
な
る
お
客

様
も
多
い
こ
と
か
ら
、
作
品
を
入
れ
替
え
な
が

ら
年
間
を
通
し
て
<
駒
ヶ
岳
>
を
展
覧
し
、
鑑

賞
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
美
術
館
で
は
企
画
展
「
中
川
一
政
が
描

く
ー
具
象
の
美
ー
」
を
９
月
16
日
㈪
ま
で
開
催
し

て
お
り
、
展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
９
月
14
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

令和六年度

 貴船まつり

七
月
二
六
日
・
二
七
日
開
催

༠ຊ：┿㭯カメ䝷(ᯇᖹ┤அ）

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

☎
０
４
６
５
・
６
８

　
　
　
・
１
１
２
８



つ

い

り
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お
悔
や
み

※
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

公共施設９月の休館

·ͳͮΔਤॻؗ·ͳͮΔਤॻؗ ☎６８-６ᲭᲬ６☎６８-６ᲭᲬ６

ਅҬใセンターਅҬใセンター

町民センター町民センター ☎ϋዴᲮᲮᲪ☎ϋዴᲮᲮᲪ

☎６８-１１１１☎６８-１１１１

渚
ま
で
青
い
蜻
蛉
に
誘
は
れ
て

　
　
　
　都

作

草
刈
り
の
木
の
枝
払
ふ
風
の
音

　
　
　
　英

一

雨
の
朝
飛
び
出
す
蕊
や
百
合
ま
し
ろ

　
　千
恵
子

荒
磯
を
見
下
ろ
す
館
半
夏
生

　
　
　
　
　せ
つ
子

掛
け
軸
の
「
日
々
好
日
」
や
夏
料
理

　
　珠

絵

朝
方
の
は
え
と
り
ぐ
も
の
何
つ
げ
ん

　
　直

美

屋
根
瓦
て
ら
て
ら
光
り
炎
暑
か
な

　
　

    

園

子

夕
日
ま
だ
ち
か
ぢ
か
と
あ
り
花
海
桐

　
　桂

子

蚯
蚓
た
ち
暑
さ
夜
遊
び
迷
い
道

保

夫

待
ち
わ
び
て
焦
が
れ
焦
が
れ
た
墜
栗
花
か
な

翠

明

モ
ッ
プ
了
え
あ
と
梅
雨
寒
の
セ
ン
タ
か
な

圭

夕
顔
の
蔓
行
く
先
を
さ
が
し
お
り

　
　
　文

子

音
立
て
て
末
期
の
水
を
飲
み
し
と
ぞ
大
正
生
ま
れ
の

姉
の
死
悲
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　清
海
テ
イ
子

甲
子
園
出
場
あ
り
し
峡
南
の
横
断
幕
の
失
き
を
哀
し

む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
村
み
ほ
子

ト
ロ
函
に
丈
一
杯
の
稚
鰤
浮
き
顎
に
示
す
友〈
猫
跨
ぎ
〉

　
　
　

         
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

神
田
眞
三

免
許
証
の
た
め
の
写
真
も
最
後
か
と
三
年
振
り
の
口

紅
を
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

新
田
禎
子

利
き
手
に
は
あ
ら
ぬ
手
術
と
気
を
易
く
を
り
し
を
外

す
朝
の
洗
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
田
所
仙
子

桜
・
藤
次
ぎ
て
散
り
ゆ
き
こ
の
年
の
梅
雨
入
り
知
ら
す

黒
南
風
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　

   

湯
川
律
子

汗
垂
り
て
棒
ア
イ
ス
齧
る
海
の
辺
に
波
が
描
け
る
夏
の

輪
郭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　加
藤    

龍

セ
メ
ン
ト
チ
ュ
ー
ブ
肩
に
か
け
た
る
職
人
が
手
慣
れ
し

さ
ま
に
吹
き
付
け
始
む

　
　
　
　
　
　
　竹
林
初
江

六
月
の
摩
文
仁
の
丘
は
鎮
も
れ
ず
彼
の
日
よ
り
更
に

基
地
の
増
え
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
善
子

ゆ
ゑ
の
あ
る
疲
労
感
な
れ
ば
よ
し
と
せ
む

安
堵
を

容
れ
て
も
の
言
は
ぬ
椅
子

　
　
　
　
　
温
井
松
代

Წଐ
உ�ŴᲳଐ
உ�Ŵ��ଐ
້�Ŵ
��ଐ
້�Ŵ��ଐ
உ�

OSU
SUME

Წଐ
உ�ŴᲳଐ
உ�Ŵ��ଐ
உ�Ŵ
��ଐ
உ�Ŵ��ଐ
உ�

ミ
ミ
ズ

お

わ
ら
さ

は
な
と
べ
ら

つ
る

ƲǜƙǓ
ƨƯƷųƻǖƠ�˺

新 着 本

Ŧ࠼ԓѪᨼᲛųբƍӳǘƤƸŴထᧈܴų☎ϋዴᲭ１�

ųƲǜƙǓƕఴƔǒᓳƪƯƘǔŵƲǜƙǓ

ƸဃƖǑƏƱƠƯƍǔŵƚǕƲŴǄƱǜƲ

ƸരǜưƍƘŵᛡƔƷԡƸᛡƔƷኋƴƳƬ

ƯƍǔŵౕƸƦƷǑƏƴưƖƯƍǔŵܓራ

ǛឭƑƯǊƙǔԡƷൢᣐǛ੨Ƙŵଐஜዋஜ

ចӖចŵ

《一般書》

■パンどろぼうのせかいいちかんたん

　子どもとつくるパンレシピ　　　

　　　 吉永 麻衣子/料理,柴田 ケイコ/原作

■なぞとき（しゃばけシリーズ23）

                                 畠中 恵/著

■地図でスッと頭に入る

  世界の国力ランキング　　鈴木 達人/監修　　　　

■バリ山行　　　　　　　　 松永 K三蔵/著

■プラチナハーケン1980　       海堂 尊/著

《児童書》

■どんぐり　　　　　　　たての ひろし/作

■こちら、沖縄美ら海水族館

  動物健康管理室　　　　　岩貞 るみこ/著

■あやし、おそろし、天獄園2　　　　

             　　　 廣嶋 玲子/作,jyajya/絵

■放課後ミステリクラブ3,4　　　　　

            　　  知念 実希人/作,Gurin./絵

■進化がわかる妖怪図鑑　　  丸山 貴史/著

■深海ロボット　　　　　山本 省三/作・絵

■漫画サピエンス全史　歴史の覇者編　

     ユヴァル・ノア・ハラリ/原案・脚本他

բƍӳǘƤᲴǇƳƮǔ�６８-６ᲭᲬ６

おはなし会

ųųଐᲴᲳஉ��ଐ
᳸������ם�����

ųųئᲴऴإǻȳǿȸעɦ１᨞

ųųųųųٶႸႎǹǿǸǪ

࣌15
·Ͱ

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

おかげさまで20周年！

７日(土)14日(土)18日(水)21日(土)28日(土) 優待５倍デー

定休日：なし

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）
　　　　　・お座敷係
勤務時間：午前９時～午後５時
　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）
時　　給：平日1,112円　土日・祝日1,390円
問い合わせ　真鶴町真鶴１１６１－７
　　　　　　　０４６５-６８-１２７６

磯の味

学生さん、大歓迎！

今 月 の お す す め

※８月から､随時入っています｡
  便利なインターネット予約をご利用ください｡

ήετ ݩ Ұൠ
ฏ
༵
ɾॕ 
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川崎重工業のグループ会社で安定・安心‼☆正社員募集☆

— かけがえのない「環境」を守るため、幅広い技術力とノウハウを駆使し、努力を重ねております —

———— 充実した研修制度があり、必要な資格取得は全額会社負担でバックアップ！ —————

仕事 勤務地

環境ﾌﾟﾗﾝﾄのｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

施設・設備の点検及びﾒﾝﾃﾅﾝｽ

車の誘導,粗大ごみ受入仕分等

湯河原美化センター内

当社事業所

神奈川県足柄下郡湯河原町吉浜2021-95

資格▶未経験者歓迎、学歴不問、59歳（定年60歳）、ｸﾚｰﾝ、安全関係資格
　　　  者優遇
月給▶190,600円～234,500円+諸手当（地域手当等）
時間▶①8:00～17:00（休憩1時間）　②16:30～翌1:30（休憩1時間）　
      　①/②ｼﾌﾄ勤務
休日▶土曜日・日曜日・年末年始（12/30～1/3）　
　　　　*（土曜日はｼﾌﾄによる休日出勤有）

待遇▶昇給年1回、賞与年2回（実績3ヶ月）、残業・深夜手当支給、退職金　
　　    制度有、社会保険制度完備,制服貸与、交通費全額支給、マイカー 
        通勤可 他
応募▶履歴書を下記宛にご郵送またはメール
        （inomata_keiichirou@global.kawasaki.com）にご送付ください  
        (担当：採用係)。書類選考の上、面接日時・場所を通知いたします。
         *入社後3ヶ月間は試用社員（同条件）として勤務していただきます。

        ※履歴書返却無し

環境施設・産業施設の運転、維持管理
(http://www.khi.co.jp/corp/kee/)
川重環境エンジニアリング株式会社
☎03-5809-8360
東京都江東区木場2-17-12　SAﾋﾞﾙ５階 
Fax03-5809-9051
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ᴾڡᴾ ᵑᵊᵓᵑᵕίὼᴾᴾᾅᴾᴾὸ

ᴾᚘᴾ ᵔᵊᵔᵐᵒίὼᴾᴾᵏᵑᴾὸ

ɭ࠘ᴾ ᵑᵊᵑᵗᵗίὼẅᾃ ὸ
ίᴾᴾᴾᴾὸϋỊЭஉൔ ÅฯઞƟƞƣſ౫ᆻŹƤb୵௶වǇ
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ᵆ˰ൟؕஜӨࠚඥỆよỦᵇ

ᴾဏᴾᴾ ᵑᵊᵎᵖᵕίὼ

ᴾڡᴾ ᵑᵊᵓᵑᵕίὼᴾᴾᾅᴾᴾὸ

ʴӝểɭ࠘

ʻ࠰ᾆஉЎ 1,155 ᶅẅ

ମ࠰ᾆஉЎ 1,188 ᶅẅ

ᾀʴᾀଐ࢘ẺụのắỚЈ

1,155 

ᾀʴᾀଐ࢘ẺụのắỚЈ

ᾆᴾᴾὸ

ᴾڡᴾ ᵑᵊᵓᵑᵕίὼᴾᴾᾅᴾᴾὸ

ˋԧᾅ࠰ᾇஉᾀଐྵנ
ᵆ˰ൟؕஜӨࠚඥỆよỦᵇ ᾀʴᾀଐ࢘ẺụのắỚЈ ʻ உ の ኛ ᾀʴᾀଐ࢘ẺụのắỚЈ

月

火

˰ൟႻᛩ������᳸������ထൟǻȳǿȸ

木

ƸƭǒƭΨൢؽ/�����᳸�����/ထൟǻȳǿȸ

ᢃѣ͕ಏᢿ/�����᳸�����/ထൟǻȳǿȸ

ૼᎥȷᩃኡ

金

木

Åऀ෯ၗไ໗ƠƉǇſ৪ŹƌƳƎc

火

月

日

木

水

金

土

日

金

土

日

水

月

火

月

水

日

日

土

木

金

火

月

水

日

月

᧓࣯धբẟӳỪẶᴾٸ

ȓȳȷȚȃȈȜȈȫ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ỗạẰẟᴾộễỀỦẅ᧸ᘍዴᐯѣࣖሉἘἾἭὅἇὊἥἋ
ḧᾃᾅᾄᵋᾅᾈᵋᾀᾇᾈίᡫᛅ૰ஊ૰ὸ

ቫٻɧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ቫٻɧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ȓȳȷȚȃȈȜȈȫ

ȷȀȳȜȸȫኡȑȃǯࠋ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

ืඕҾෞ᧸ፙίḧᵎ46ᵓᵋ6ᵎᵋᵎ11ᵗὸ

ǫ�ȳ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ǫ�ȳ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

ӧ༓ཋ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

˞ଐὉ࣯धᚮၲ小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
Ӗ˄᧓ᵖᾉᵑᵎ῍1ᵓᾉᵑᵎ

ဃƖƖͤࡍႻᛩ/�����᳸������ऴإǻȳǿȸ１᨞

� உ

ᚃ܇ܴ/�����᳸������ထൟǻȳǿȸ

πႩᅈׇඥʴǳǹȢǹࢸ࠰ᙸǵȝȸȈǻȳǿȸݱဋҾᙱעғ૰Ⴛᛩ˟
������᳸������ထൟǻȳǿȸ�᨞�ᇹᲭ˟ᜭܴ

ᏋδǻȟȊȸ������᳸������ထൟǻȳǿȸ

Ɠǋƪǌ၏ᨈ������᳸������ထൟǻȳǿȸ

ƢƘƢƘ܇ᏋƯႻᛩ�ʖኖС�ထൟǻȳǿȸ

�ƔஉŴ�ȷᲳƔஉδͤᚮ
������᳸������ထൟǻȳǿȸ

Ɠᢋᎍܴ������᳸������ထൟǻȳǿȸ

ЈࢌᅦᅍႻᛩ˟/�����᳸������ထൟǻȳǿȸ

ʐ࠷δഫᅹͤࡍᚮ௹������᳸������ထൟǻȳǿȸ

ǇƳƬƜƻǖƹƓƨǜơǐƏƼƔƍ
������᳸������ထൟǻȳǿȸ

᳸�����/ǵȭȳ�ԧಏ؏ע������ᚇήң˟Წ᨞

᳸�����/ǵȭȳ�ԧǈ؏ע���ғᨼ˟עޥ���

᳸�����/ǵȭȳ�ƴƜƴƜ؏ע������ထൟǻȳǿȸ

᳸�����/ǵȭȳ�ƖƣƳ؏ע������̬ͤǻȳǿȸ

Ŭɶ߷ɟ፦ᘐထൟ૰ȇȸŬǮȣȩȪȸȈȸǯ/�����᳸�����

ǇƳƮǔǪȬȳǸǫȕǧ/�����᳸�����

�ऴإǻȳǿȸ�᨞

ထƷ̬ܴͤ/�����᳸������ऴإǻȳǿȸ１᨞

ထƷ̬ܴͤ/�����᳸������ऴإǻȳǿȸ１᨞

ŬჇᰋထ�ܼࡊƷଐŬŬɶ߷ɟ፦ᘐထൟ૰ȇȸŬ

ჇᰋƳƿǒࠊ������᳸������Ⴧᰋลެُئ࠼

᳸�����/ǵȭȳ�Ⴧ؏ע������ထൟǻȳǿȸ

ထƷ̬ܴͤ/�����᳸������ऴإǻȳǿȸ�᨞

ထƷ̬ܴͤ/�����᳸������ऴإǻȳǿȸ１᨞

᳸�����/ǵȭȳ�Ⴧ؏ע������ထൟǻȳǿȸ

ዮӳ᧸ጀ/����᳸������؉҅ᐯ˟ȷޛǏǓᐯ˟ɟᢤᩊئŴჇᰋɶఄܖ˳Ꮛ

ᎊᅈ˟ᅦᅍٻ˟/����᳸Ӗ˄ڼ�ထൟǻȳǿȸᲭ᨞ųᜒؘ

ྂᘉ������᳸�����������᳸���ࡃჇᰋࡃဋҾႊᝣݱ���

Ŭɶ߷ɟ፦ᘐထൟ૰ȇȸŬǮȣȩȪȸȈȸǯ/�����᳸�����

ൟ健康̬ᨖᆋẅίᵔЎὸ ᵗஉᵑᵎଐ
ʼ ᜱ ̬ ᨖ ૰ ίᵔЎὸ ᵗஉᵑᵎଐ
᭗ᱫᎍҔၲ̬ᨖ૰ࢸ ίᵑЎὸ ᵗஉᵑᵎଐ
ɥ ɦ ൦ ᢊ ૰ ίᵗஉЎὸ ᵗஉᵑᵎଐ




